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校衛生の時期的変遷を追う。第 2 章では前章において第一期と定めた 1870年代から 1880














10 月 30 日のいわゆるゴブレ法の成立によって公立学校で教鞭をとる教師が俗人であるこ
とを求められたことで、カリキュラム、資金、教師の面で公立学校は国や地方公共団体の
学校となった19。次に、「初等学校」とは前述のゴブレ法第 1 条によって再編成された、幼
年学校（école maternelle）と幼年学級（classe enfantine）、初等基礎学校（école primaire 
élémentaire）、初等上級学校（ école primaire supérieur ）と補助講座（ cours 
complémentaire）、職業訓練学校（école d’apprentissage）を厳密には指すが、このうち























 第三共和政の地方制度については第 1章第 2節で検討するが、簡単に触れておくと 1871
年に制定された「県議会に関する法律（ Loi relative aux conseils généraux）」と 1884














彼らもまた第 2 区で強く、新興の富裕層が多く住むブロトーと呼ばれる第 3区の地区で次
第に支持を得た。代表的な人物としては、1890 年から 99年まで商工会議所の代表を務め
たエドゥアール・エナールが挙げられる。三つ目の党派は、コミューン議会で最大派閥を
                                                   
20 INSEE, Comparateur de territoire Commune de Lyon (69123), (http://www.inse
e.fr/fr/themes/comparateur.asp?codgeo=com-69123) （アクセス日：2015年 9月 3 日） 
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22 岡部造史（1999）「フランス第三共和政期の地方制度改革：1884 年『コミューン組織法』
の論理」『史学雑誌』108-7, p.46. 
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Presses Universitaires Blaise-Pascal, p.119. 
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すことになった社会主義者である。第 3 区の中でもギヨティエールなど、後に（1912 年）












5都市とリヨンを比較すると、1884 年から 1940 年における市長は、アヌシーが 5 人、シ





県知事がリヨンの行政を司った。その後 1881 年 4 月 25 日法によってそれらの職が復活、
さらに 1882 年 3 月 28 日法によって任命職から選出職へと切り替わった。それ以降第三共
和政が終わるまでのあいだ市長は 3人の人物によって担われた。順に、アントワーヌ・ガ
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にデュヴェルジェの編纂による法令集（DUVERGIER Jean-Baptiste, Collection compl
éte des lois, décrets, ordonnances, réglements, et avis du conseil d’État, Bad Feil
nbach, Schmidt Periodicals）を用いた〔以下、DUVERGIER と略。ここで列挙した史
料については以下同様に略語を用いる〕。特に第 1 章第 3 節など、教育学界の言説を明ら
かにするためには『教育雑誌（Revue pédagogique）』〔RP と略〕を分析の中心とした。
リヨンの衛生行政や教育行政については、リヨン市の公報（Bulletin municipal officiel 
de la Ville de Lyon）〔BMOと略〕、同じく年次行政報告書（Ville de Lyon, Document
s administratifs et statistiques relatifs au projet de budget, 1881-1913.および Ville
 de Lyon, Documents administratifs, 1921-1940.）〔DAと略。本文中では『行政報告書』
と略〕、リヨン市文書館所蔵の史料〔AML と略〕を用いた。これらを基本の史料としなが
ら、文書館史料としてはその他、国立文書館所蔵の公教育省関連史料〔AN〕やローヌ県
文書館所蔵の史料〔ADR と略〕で適宜補った。また、特に 1910 年頃の教育に関する専門
家の認識を探るにあたっては、フェルディナン・ビュイッソン（Ferdinand Buisson）が


















第 1 章 第三共和政期の衛生と学校 
 














合（Alliance Nationale pour l’Accroissement de la population Française）」が結成され
た29。短期間であるがこの団体に関与した作家のゾラは、文学作品だけでなく同時代の社
会についても多くの書きものを残しており、人口減少を憂う記事を『フィガロ』紙（1896
年 3 月 24 日付）に寄稿している30。1902年には、「国家による明示的な家族政策の始まり」












                                                   
28 MAYEUR Jean-Marie (1973), Les débuts de la Troisième République 1871-1898, 
Éditions du Seuil, pp.55-56. 
29 河合務（2015）『フランスの出産奨励運動と教育：「フランス人口増加連合」と人口言説
の形成』日本評論社. 








ーロッパ諸国に比べれば緩慢であったとはいえ、1872 年に 31.1 パーセントであった都市
人口は、第一次世界大戦前の 1911 年には 44.2 パーセントまで上昇し、人口 5 万人以上の
都市がその半数を占めた33。フランスの総人口は 9 パーセントしか増加しなかったが、こ
れに対して都市人口は 75 パーセントという大幅な伸びを記録している。この 100 年間に






















廉価住宅株式会社（Société Anonyme des Logements Économiques）をつくり、比較的余
                                                   
33 ENCREVÉ André (2006), La France de 1870 à 1914, Paris, Presses Universitaires 
de France, pp.43-44. フランスでは 2000 人以上の人口をかかえるコミューンを「都市
（ville）」とする。 
34 プラノール, グザヴィエ・ド（2005）『フランス文化の歴史地理学』手塚章・三木一彦
訳, 二宮書店, pp.508-516. 




36 リヨン市民病院が所有する土地は、1780 年で 480ヘクタール、その後徐々に減少した














に対してリヨンの数値は横ばい、順位でみればリヨンは 1911 年の第 4 位から 1926 年の第
2位へと不名誉にも「昇格」してしまうのである39。 
住居への衛生設備の設置状況については、下の二つの表から 19世紀末と 1950年代をあ
る程度比較できる。まず、1896 年において、トイレを設置している住戸は、第 2 区で 62
パーセントであったことを除外すれば、全体としては 3 割に満たず、場合によっては第 4

















                                                   
37 CAYEZ Pierre (1986), « Les petits logements dans les grandes villes », Mouvement 
social, 137, pp.29-53を参照。株式会社創設の中心となったのは、銀行家エナール（Aynard）、
染物業者ジレ（Gillet）、父が大企業家であるエンジニアのマンジーニ兄弟であった。 
38 BENOIT Bruno (2007), « La politique sociale d’Édouard Herriot à Lyon, de 1905 au 
début des années 1930 », Yannick MAREC, dir., Ville en crise? : Les politiques 




PINOL Jean-Luc (1991), Les mobilités de la grande ville : Lyon, fin XIXe-XXe, Paris, 




1911 年 ％ 1926 年 ％ 
サン＝テティエンヌ 70 サン＝テティエンヌ 67 
ル・アーヴル 58 リヨン 56 
ナント 57 ル・アーヴル 53 
リヨン 56 ナント 50 
リール 53 マルセイユ 45 
ナンシー 51 パリ 42 
ランス 50 リール 41 
マルセイユ 49 ルーアン 39 
トゥーロン 46 ランス 39 
ルーアン 44 ナンシー 39 
パリ 43 ニース 39 
トゥールーズ 43 トゥーロン 38 
ニース 43 クレルモン＝フェラン 38 
ルーベ 30 トゥールーズ 38 
ボルドー 20 ストラスブール 36 
    ボルドー 33 
    ルーベ 22 
出典：PINOL Jean-Luc (1991), Les mobilités de la grande 
ville : Lyon, fin XIXe-XXe, Paris, Presse de la fondation 




     
  住戸数 トイレ数 ％ 住宅数 水の利用数 ％ 
第 1 区 21,038  5,060  24  2,007  925  46  
第 2 区 20,999  13,038  62  1,782  1,559  87  
第 3 区 
（後の第 7 区含む） 
46,217  15,059  33  6,451  3,728  58  
第 4 区 13,427  261  2  1,423  256  18  
第 5 区 13,878  2,373  17  3,154  1,855  59  
第 6 区 28,878  3,861  13  2,878  1,436  50  
合計 144,413  39,652  27  17,695  9,759  55  









  住戸数 水道 室内トイレ 衛生設備の設置 
第 1 区 18,941  94  38  15  
第 2 区 19,217  92  56  27  
第 3 区 34,559  93  53  17  
第 4 区 11,974  100  36  15  
第 5 区 18,093  100  45  15  
第 6 区 27,464  93  56  26  
第 7 区 36,076  92  57  16  
ヴィルーバン 28,697  87  49  11  
合計 195,021  93  50  18  




 近代の疾病構造の変化は、オムランによれば次の 3 段階にモデル化される。 
 
第 1 期 悪疫と飢饉の時代 
第 2 期 感染症大流行減少の時代 
第 3 期 慢性病・生活習慣病の時代 
 
第 1 期は、死亡率が高く変動し、それゆえ持続的な人口増加が妨げられる時代であり、出













                                                   
40 OMRAN Abdel R. (2005), “The epidemiologic transition: A theory of the 
epidemiology of population change,” The Milbank Quarterly, 83, (The Milbank 





の後退期とみなし、画期を 1880 年代においている。死亡率の低下は、1 歳から 5 歳の幼
児においてもっとも顕著にみられ、学齢期の子ども（6 歳から 14歳）が幼児の次に恩恵を
受けた。そして、年齢が上がるほど死亡率低下の割合は低くなっていく。時期を区切って
みると、1890 年から 1894 年において 136 パーミルだった死亡率が、次の 5 年で 113 パ
ーミルへ、さらに 5年後には 103 パーミルまで下がったあと、1910年から 1914年に 105






た。なかでも消化器系の病気によって命を落とした子どもの数は、1906年の 4 万 1699人
に対し、1913 年には 2万 7152 人となったのである41。前述のオムランのモデルでいえば、



















だが、この時には衛生事務所によって年間 2 万 6144 件のワクチン接種が施され、しかも
そのうち 1 月だけで 2 万 3360 件を占めるなど、迅速な対応が取られている42。伝染病死
の減少には、予防および治療法の確立とともに都市環境の改善や栄養状態の改善とならん
で、行政による対処の可能性が広がったことを無視できない。結核は依然として多数の死
                                                   
41 DUPÂQUIER Jacques (1995), Histoire de la population française, 3, De 1914 à nos 
jours, Paris, Presses universitaires de France, p.4, pp.292-298. 
42 ROUX Gabriel (1906), Le bureau municipal d’hygiène et de statistique de Lyon, 

















を引く。統計によれば 19 世紀のあいだは 1500 人以上、20 世紀になると減少が見られる
が、それでも 1000 人を越える死者数を記録している。フランス全国でも、結核による死
者数は 1890年から 1910年にかけて年間 3万 2000人から 3万 9000人へと増加しており、
















                                                   
43 ハンセン, ウィリー・フレネ, ジャン（2008）『細菌と人類―終わりなき攻防の歴史』
渡辺格訳,中央文庫, pp.131-144. ダルモン, ピエール（2005）『人と細菌：17-20 世紀』寺
田光徳, 田川光照訳, 藤原書房, pp.390-400, DOMART André,  BOURNEUF Jacques
（1985）『カラー図説 医学大事典』森岡恭彦監訳, 朝倉書店, p.425. 
44 FAURE Olivier (1994), Histoire sociale de la médecine, Paris, Anthropos-Economica, 
p.206. 
45 大森, op. cit., pp.213-225. 
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50 喜安朗（1982）「コレラの恐怖・医療・そしてパリ民衆：1832年パリのコレラ流行をめ
ぐって」『思想』691, pp.1-19. シュヴァリエ, op. cit., pp.12-20. 
51 大森, op. cit., pp.47-93. コルバン, op. cit, pp.176-178. 
52 DUPÂQUIER, op. cit., pp.340-341. 
53 FAURE, op. cit., pp.177-180. 
54 ローゼン, op. cit., p.230. 










  らい菌 ハンセン Hansen 
  マラリア原血 ラヴラン Laveran 
1882 結核菌 コッホ Loeffler 
  鼻疽菌 レフラー、シュルツ Loeffler, Schultz 
1883 コレラ菌 コッホ Koch 
  連鎖球菌（丹毒） フェーライゼン Fehleisen 
1884 ジフテリア菌 クレープス Klebs 
  腸チフス菌（分離菌） レフラー、ガフキー Loeffler, Gaffky 
  ぶどう球菌 ローゼンバッハ Rosenbach 
  連鎖球菌（たん毒） ローゼンバッハ Rosenbach 
  破傷風菌 ニコライヤー Nikolaier 
1885 大腸菌 エッシェリッヒ Escherich 
1886 肺炎菌 フレンケル Fraenkel 
1887 マルタ熱菌 ブルース Bruce 
  軟性下疽菌 デュクレー Ducrey 
1892 ガス壊疽菌 ウェルチ、ヌッタル Welch, Nuttall 
1894 ペスト菌 イェルサン、北里 Yersan, Kitasato 
  ボツリヌス菌 ファン・エルメンゲム van Ermengem 
1898 赤痢菌 志賀 Shiga 













                                                   
56 LÖWY Ilana (2010), « Cultures de bactériologie en France, 1880-1900 : la paillasse 
et la politique », Gesnerus, 67-2, pp.188-216. 














療養、運動という 3 点について整理しておきたい。 
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59 コルバン, アラン（2000）『レジャーの誕生』藤原書店, pp.165-169. 
60 山田登世子（1998）『リゾート世紀末』筑摩書房, pp.4-31. 
61 モーパッサン（1971）『モーパッサン短編集 2』青柳瑞穂訳, 新潮文庫, p.104. 引用は
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62 山田, op. cit., pp.64-118. 
63 RAUCH André (2001), Vacances en France de 1830 à nos jours, Paris, Hachette 
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るいは射撃団体は 1870 年代からの増加がいちじるしかった。1870 年には 40 ほどだった




でも、シャールトンによれば、1880 年から 1890 年は「フランスにおけるスポーツの発展
と組織化にとって画期的な時代」66であった。乗馬や徒競走、自転車など、各種団体の創
設と発展によって、ライバル意識や競争心といった要素がスポーツをおこなう者たちに芽












第 2 節 学校衛生の行政的位置 
 
１．コミューン行政 
 第三共和政における地方行政は、二つの法律を柱として成立した。1871 年 8 月 10 日の
県議会に関する法律（Loi relative aux conseil généraux）と 1884 年 4 月 5 日のコミュー
ン組織法（Loi sur l’organisation municipale）である。フランス革命で成立したコミュー
ンにかんする制度は政体が変わるたびに変遷を経たが、コミューンは 19 世紀を通じて強
力な中央集権制のもとにあった。第三共和政にいたっても当初はすべての市町村長が政府
または県知事による任命制とされたが（1874 年 1 月 20 日法）、最終的にはパリを除いて
コミューン議会による互選とされ、以後 1980 年代のミッテラン改革までつづくコミュー
ン制度の礎が築かれた。それを決定づけたのがコミューン組織法である。 
                                                   
65 LECOQ Benoît (1986), « Les sociétés de gymnastique et de tir dans la France 
républicaine (1870-1914) », Revue Historique, 276, pp.158-159. 
66 シャールトン, ピエール（1989）『フランス文学とスポーツ 1870－1970』三好郁朗訳, 法
政大学出版局, p.48. 
67 Ibid., pp.47-53. 
68小石原美保（2002）「身体への近代的まなざし：フランス文学にみる身体観・スポーツ










フランス革命によって成立したコミューンの数は当初 4 万 4000 ほどで、第三共和政の初
めごろには約 3 万 6000 であり、人口 500 人以下のコミューンが全体の約半数近くを占め
ている状態では、十分な行政能力を持ちえないコミューンが大多数であったためである70。 
 それでは、コミューン組織法において衛生行政はどのように位置づけられたのであろう
か。全 168 条のうち衛生に関する条項は、市長のコミューン警察権（police municipale）
に関わる第 91 条から第 99 条までのうち、第 97 条で示される。そこでは「コミューン警
察は、良好な秩序、公共の安全および公衆衛生を確保することを目的とする」71とされた








                                                   








70 近年にいたるまでフランスのコミューン数は 3 万 6000 以上を数えたが、コミューンの
合併を奨励する 2015 年 3月 16日法によって 2016年からはその数を割っている。LE Fi
garo.fr の 2016 年 1 月 7 日付記事による。 NÉGRNONI Angérique (2016), « Il n'y a 
plus 36.000 communes en France », LE Figaro. fr, 7 January 2016, (http://www.le
figaro.fr/actualite-france/2016/01/07/01016-20160107ARTFIG00005-il-n-y-a-plus-3600
0-communes-en-france.php), 2016年 4月 17 日アクセス. 
71 以下、コミューン組織法の条文は、DUVERGIER, 1884, pp.99-148.によった。引用は
DUVERGIER, p.127による。 « La police municipale a pour objet d’assurer le bon ordre, 
la sureté et la salubrité publique. » 
72 DUVERGIER, loc. cit. « Le soin de prévenir, par des précausitons convenables, et 
celui de faire cesser, par la distribution des secours nécessaires, les accidents et les 
fléaux calamitieux, tels que les incendies, les innontiations, les maladies épidémiques 
ou contagieuses, les épizooties, en provoquant, s’il y a lieu, l’intervention de 
l’administration supérieure; » 






















リヨン市当局の総職員は、1900年に 2748 人だったが、1914 年には 3117 人、第一次世界
大戦後の減少を挟んで、1940 年には 3753 人となる77。中央市庁舎の職員にかぎっても、
1900 年の 40人から翌年には 62人へと増え、エリオの就任後はさらに伸びが加速し、1912
年には 81 人にのぼった78。都市の予算について見れば、リヨンは 1880 年に約 1611 万フ
ランを支出していたが、1890 年に約 3826 万フラン、1900 年に約 4312 万フラン、1911
年に約 4843万フランと、財政規模は約 3倍にふくらんでいく。 
フランス南東部の 6 都市（アヌシー、シャンベリー、グルノーブル、リヨン、ロアンヌ、
                                                                                                                                                     
appartiennet au maire, en vertu de l’art. 91, ne font pas obstacle au droit du préfet de 
prendre, pour toutes les communes du département ou plusieurs d’entre elles, et dans 
toutes les cas où il n’y aurait pas été pourvu par les autorités municipales, toutes 
mesures relatives au maintien de la salubrité, de la sûreté et de la tranquilité 
publiques. 
  Ce droit ne pourra être exercé par le préfet à l’égard d’une seule commune qu’après 
un mise en demeure au maire restée sans résultats. » 
74 亘理格（1983）「フランスにおける国、地方団体、住民：1884年≪コミューン組織法≫
制定前後（2）」『自治研究』59-8, pp.89-90. 
75 MONOD Henri (1888), Des pouvoirs de l’administration en matière sanitaire, Paris, 
Imprimerie Nouvelle, pp.8-9. 
76 BURDEAU, op. cit, pp.242-243. 
77 DUMONS Bruno, POLLET Gilles (1992), « ‘Fonctionnaires’ municipaux et employés 
de la ville de Lyon (1870 - 1914) : Légitimité d’un modèle administratif décentralisé », 
Revue historique, 581, p.111. DUMONS Bruno, POLLET Gilles, SAUNIER Pierre-Yves 
(1997), Les élites municipales sous la IIIe République : Des villes du Sud-Est de la 
France, Paris, CNRS Éditions, pp.40-41. なお、この二つの文献において数字が一部食い
ちがうが、ここでは発行が新しい後者の数字を採用した。 
78 DUMONS, POLLET, op. cit., p.109-113.  
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に、全 6 区の各区にそれぞれ 2 人が配置されている。これら合計 16 人の助役はすべてコ
















                                                   
79 以下、DUMONS, POLLET, SAUNIER, op. cit., pp.42-43. 
80 1881年に市長職がリヨンに戻った際はこの 4人の助役がおらず、助役は 12人であった。
DUVERGIER 1881, pp.190-191. 
81 部が 8 つとなったのは 1881年に市長職が復活してからであり、それ以前は 3 つのみで
あった。THIVEND Marianne (2006), L’école républicaine en ville : Lyon, 1870-1914, 




市長 ガイユトン   
議
員 
助役（中央市庁舎） ロシニュー コミューン警察、財務会計、公的扶助 
  キヴォーニュ 
芸術、建築、食糧供給、公衆衛生及び統
計、庶務 








助役 第 1 区 フェラン, メラ   
    第 2 区 ブイラン, オーガニュール   
    第 3 区 バタイユ, ギュイ   
    第 4 区 グリナン, テヴネ   
    第 5 区 デスペーニュ, N〔ママ〕   
    第 6 区 シュヴィラル, ゴーティエ   
事務総長 





第 2 部 コミューン文書 
第 1 局 
第 3 部 公教育、学校設備、芸術 
第 4 部 公共事業、道路管理、建築 
第 2 局 
第 5 部 財務会計、コミューン債、入市税 
第 6 部 公的扶助、訴訟、宗教、戸籍、軍事関係 
第 3 局 
第 7 部 公衆衛生、統計、コミューン警察 
第 8 部 食糧、墓地 
出典：DA, Documents administratifs, 1892, pp.201-205. 
 
 組織構成をみるかぎり、市長のもとに 16 人の助役がコミューンのトップとなって当局
を統括しているようにみえるが、実際に市長の右腕あるいは影の実力者として働いたのは
事務総長であることが、デュモンの近年の研究で指摘されている82。第三共和政を通じて、
マルセイユでは 12 人の事務総長が職についたが、リヨンの場合、わずか 5 人にとどまっ
た。さらに詳細にみると、市長職がおかれなかった時期をのぞき（このあいだは事務総長
職も存在しなかった）、1871年から 1886年のあいだで 2人が数年の任期をつとめたあと、
レオン・コルディエ（Léon Cordier. 在職：1887～1909 年）、ジョゼフ・セルラン（Joseph 
Serlin. 在職：1909～1933 年）、モーリス・ティボー（Maurce Thibault. 在職：1933～
                                                   
82 DUMONS Bruno, « Le “bras droit” du maire : Le secrétaire général », Bruno 
BENOIT, Mathias BERNARD, dir. (2012), Le maire et la ville, Clermont-Ferrand, 











 リヨンに衛生事務所が創設されたのは 1890 年のことで、全国でも 9 番目と決して早く
はなかった。医師資格を持つ市長ガイユトンは、その重要性を就任当初から認識しており、
リヨンに市長職が再び設けられた 1881 年に市長になるとすぐに衛生事務所の設置を議会










 リヨンを県庁所在地とするローヌ県では、1822 年よりローヌ県衛生評議会（Le Conseil 
de salubrité du département du Rhône）が設置されていた。第二共和政期には 1848 年 8
月 10 日のデクレによって国レベルからカントン（canton 小郡と訳される）レベルまで衛
生行政機関が整備された。すなわち、農業商業省のもとに公衆衛生諮問委員会（Le Comité 
consultatif d’hygiène publique de France）が、そして各県に衛生評議会（Le Conseil 
d’hygiène départemental）が置かれ、同時に各アロンディスマン（arrondissement 郡と
訳される）に衛生評議会（Le Conseil d’hygiène et de salubrité）が、さらに各カントン
にも公衆衛生委員会（Le Comission d’hygiène publique）が設けられたのである84。この
デクレによってローヌ県衛生評議会も組織の改編が行われた。県の衛生評議会の委員は、






                                                   
83 REVERCHON Louis (1882), Études sur la création d’un bureau municipal d’hygiène 
à Lyon, Lyon, Imprimerie Pitrat Ainé. 
84 MURARD, ZYBERMAN, op. cit., pp.128-129. 












の制度が衛生事務所以前に存在していた。まず、不衛生住宅委員会（Le commission des 
logements insalubres）は 1848 年 11 月 20 日の行政命令（オルドナンス。ordonnance）
によって設置され、幾度の中断を経て、1879 年 4 月 1 日のコミューン議会の決議によっ
て再建され、20人の委員より構成された。次に、風紀の医学（Médecine des moeurs）と
いう委員会が 1878 年 12 月 27 日の規則（règlement）によって作られたが、これは売春
婦を医学的に管理するためのもので計 8 人の医師が委員となった。そして、第 2 章第 3 節
で詳述する学校医療視察制度は 1879 年にできているが、ルヴェルション自身が視察医師
を経験している。この他、ワクチン常設委員会（Commission permanente de vaccine de 


















                                                   
86 田中直康（2002）「ローヌ県衛生評議会：十九世紀フランスの衛生行政」『早稲田大学
大学院文学研究科紀要 第 4 分冊』48-4, pp.29-40. 引用部分は p.36. 
87 REVERCHON, op. cit., pp.21-71. 


























初等教育を担当する 4 つの局（Direction）、その下に 18 の部（Bureau）が存在した92。
合議機関は、人事にかかわる提案を行う公教育諮問委員会（Comité consultatif de 
l’enseignement public）と公教育高等評議会（Conseil supérieur de l’instruction publique）
があった。1880 年 2 月 27日法によって打ちだされた後者の改革を、フランソワーズ・マ
イユールは「他のすべての改革や創設の要石」と評している93。新機軸は、評議会メンバ
                                                   
89 Ibid., pp.92-93. « nous constaterons avec plaisir, que nous somme déjà en possession 
de bonnes bases, sur lesquelles nous pourrons asseoir notre nouvel édifice. 
  Que faut-il donc pour permettre à ces différentes institutions de rendre tout le 
service désirable ? Un centre d’attraction pour tous les médecins chargés de l’hygiène 
publique, un observatoire d’où l’on puisse constamment surveiller tout ce qui intéresse 
la santé publique sur les points les plus écartés de la ville. 
  C’est là précisément le but que se propose et doit remplir les plus écartés de la ville. » 
90 前田更子（2009）『私立学校からみる近代フランス：19 世紀リヨンのエリート教育』昭
和堂, p.24. 
91 以上、Ibid., pp.23-59. 
92 BIGOT Grégoire, LE YONCOURT Tiphaine (2014), L'administration française : 
politique, droit et société, 2e éd., Paris, LexisNexis, pp.272-273. 
93 MAYEUR Françoise (2004), De la Révolution à l’École républicaine (1789-1930), 
Histoire de l’enseignement et de l’éduction, 3, Paris, Perrin. (Nouvelle Librairie de 




った94。各団体から選出された 44 人と、任命による 13 人のメンバーにより成る。コレー
ジュ・ド・フランスの教授、大学の各学部の教授、リセやコレージュの教員、私立学校の
代表、初等教育の代表（初等教育総視学官、セーヌ県初等教育局長、各県のアカデミー視
学官、初等師範学校校長など）によって構成された（第 1 条）。任期は 4 年だが無期限に


























                                                   
94 MAYEUR, Loc.cit. 上垣豊（2016）『規律と教養のフランス近代：教育史から読み直す』
ミネルヴァ書房, p.174. 梅根悟監修（1975a）『世界教育史大系 10 フランス史Ⅱ』講談社, 
pp.122-123. 
95 条文は、DUVERGIER, 1880, pp.65-83.を参照 
96 BOUSQUET Pierre, DRAGO Roland, GERBOD Paul, et al. (1983), Histoire de 
l’administration de l’enseignement en France, 1789-1981, Genève, Librairie Droz, p.47. 
97 1896 年 7 月 10日法によってユニヴェルシテ評議会（les conseils d’université）へと改
編された。 
98 LUISIER Anne (1998), L’enseignement dans le Rhône du Consulat à seconde guerre 
mondiale, 1, Fonds du rectorat, 1808-1940, Lyon, Conseil du Rhône – Archives 







官が配属されており、第 1管区が第 1 区と第 4 区、第 2管区が第 2区と第 5区、そして第
3管区が第 3 区と第 6 区とされた。1 人あたり 30 を超える学校を受けもっていた101。ただ


























づける児童の保護者に対する働きかけなどが職務とされた（第 8 条～第 15条）。第 5 条で
メンバー構成が示されるが、他のコミューンとは異なってリヨンはパリと同様に各区に 1
つの委員会が設けられることが規定された。委員は、主にコミューン議会により任命され 
                                                   
99 BOUSQUET, DRAGO, GERBOD, et al., op. cit., pp.46-48. 
100 COMBES Jean (2002), L’École primaire sous la IIIe République, Bordeaux, 
Éditions Sud Ouest, pp.35-36. 
101 DA, 1885, p.336. 
102 THIVEND, op. cit., p.90. 































                                                   
104 GRÉARD Octave (1889-1902), La législation de l’instruction publique en France 






PROST Antoine (1968), Histoire de l’Enseignement en France, 1800-1967, Paris, Colin, 
p.95. パリと同様にリヨンでは学務委員会による説得が積極的に行われた。CHAPOULIE 
Jean-Michel (2010), L’École d’État conquiert la France : Deux siècles de politique 




中心として」『福島大学教育学部論集 社会科学部門』35, p.107. 
学務委員会 







初等教育視学官 第 5 区 宝石商人 







初等教育視学官 第 6 区 卸売商人 





















出する費用は、1879 年に 100 万フランに満たなかったのが 1914 年にはおよそ 300 万フ
ランへと、およそ 3倍以上に増大した。先にふれたとおり、コミューンの予算規模自体が
膨らんでいたわけであるが、大都市であるリヨンは初等教育に対する国家からの補助が限
られていたことも支出の拡大に拍車をかけた。まず、1881 年 10 月 26 日の大統領デクレ
によって、規模の小さなコミューンは国家の補助を受けられることとなったのに対し、大
都市はその恩恵から排除されていた。また、1889 年 7 月 19 日法によって給与が国家から
支払われることで初等学校教員が国家公務員となったといわれるが、これも大都市は例外
とされた。リヨンの場合、1890 年時点において国家からの補助金は 22.6%に相当する 26
万 2000フランにすぎず、残りの 115 万 5850 フランは自らの負担となった。20 世紀にな
るとリヨンをふくめ 15 万人以上の人口を抱える都市が担う割合はさらに増加する傾向に
あった。こうした支出の増加のうち、多くを占めるのは学校のインフラにかんするもので
                                                   
107 梅澤収（1989）「19世紀フランス初等教育財政と学校金庫（Caisse des Écoles）」『東
京大学教育学部紀要』28. 
108 THIVEND, op. cit., p.86. 
フランスの大都市における初等教育の経常支出（1896 年と 1906 年） 
  総支出（フラン） 国家負担 コミューン負担 
15 万人以上の都市 
パリ 28,608,151  137,534,942  9% 8% 91% 92% 
リヨン 2,240,000  2,840,385  25% 21% 75% 79% 
マルセイユ 2,258,961  4,186,520  24% 14% 76% 86% 
ボルドー 1,052,940  1,704,050  42% 25% 58% 75% 
リール 989,103  12,557,733  27% 24% 73% 76% 
15 万人未満の都市 
トゥルーズ 619,352  941,858  47% 58% 53% 42% 
サン＝テティエンヌ 892,317  1,374,265  52% 50% 48% 50% 
ルーベ 794,280  1,082,115  35% 38% 65% 62% 
ナント 325,884  596,900  49% 50% 51% 50% 
ル・アーヴル 849,704  999,791  38% 49% 62% 54% 




















ランだった国の負担が、1880年には 2011万フラン、無償化法が出された 1881年には 3113






第 3 節 衛生に関する教育界の言説 
 
１．就学 
 初等学校のネットワークは七月王政期に全体として形成された。それまで 3 万程度だっ






られるようになる第三共和政期である（第 2 章第 2節）。 
                                                   
109 Ibid., pp.85-87. 
110 教育財政については、荻野, op.cit., p.109. 
111 PROST, op. cit., p.108. 
112小田中直樹（1995）『フランス近代社会 1814～1852』木鐸社, pp.280-292. 
113 CHÂTELET Anne-Marie (1993), Paris à l’école, Paris, Pavillon de l’Arsenal, p.80. 
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一連の「フェリー法」が制定された 1880 年代初めには、学校数は 7 万 5000 を超え、
全国で 500万人の児童が 12万 5000人ほどの教員のもとで学んでいた。統計上の就学率は、






















就学年齢は 6歳から 13歳で、初等教育修了証を取得できるのは 11歳から 13歳であるが、




に午後 3 時間の計 6 時間である。このように、子どもたちは 6 歳から 13 歳という人生の
期間を学校で過ごし、一年のうちの多くの期間に学校に通い、一日のうちの 6 時間を学校
で過ごすようになる。 
                                                   
114 PROST, op. cit., pp.97-108. 
115 学校に通いはじめる年齢、学校を離れる年齢、出席率の季節による違い、都市か農村
かなどの地域差、男女差など、「通学」の観点から「就学」の実態を問いなおす研究動向は
1980 年代から見られる。GAVOILLE Jacques (1986), « Les types de scolarité : plaidoyer 
pour la synthèse en histoire de l’éducation », Annales. Économies, Sociétés, 
Civilisations, 41-4, pp.923-925. 
116 CHAPOULIE, op. cit., pp.201-216. 
117 THIVEND, op. cit., pp.133-144. 
118 ALBERTINI Pierre (1998), L’École en France XIXe-XXe siècle, Paris, Hachette, 












 『教育雑誌』（Revue pédagogique）は、元アカデミー視学官のシャルル・アンリオ（Charles 
Hanriot）によって 1878 年に創刊された月刊誌である119。共和派が政権を担うようになる
1 年前に発行され、その数年後の 1882 年には教育博物館（Musée Pédagogique）の公式
の機関誌となった120。このときに新シリーズとなり、雑誌の形式や記事の構成がしだいに
定まっていく121。このシリーズは 1926年の第 86 巻までつづき、その翌年からは『公教育』
（L’Enseignement public）と書名を変えて 1940 年まで存続した122。 
 ほとんど第三共和政期全体にわたって発行された『教育雑誌』であるが、6 か月分で平
均 550ページほどが 1巻分としてあつかわれ、2 巻で 1年分とされたことは変わらなかっ
た。記事の構成としては、1882 年から、「論説」、「フランスの初等教育の報告記事」、「外
国からの書簡」の 3部によって構成された。84 年に「書評」があらわれて以後は、これを
加えた 4 部により構成される123。記事の大半は論説が占める。さらに、1923 年頃になる
                                                   
119 以下、注においては RP と略記。 
120 旧シリーズの最後の巻となる 1882 年の第 9巻（RP, 1882, 9）にはこの雑誌が教育博
物館の機関誌になることが編集部により告知されている。なお、教育博物館とは、1879
年 5 月 13 日のデクレで創設された公教育省内の一機関である。当初は教育関連の出版物
や教材などを集める博物館的な役割のみだったが、1880 年に運営委員会が設置されてグレ
アールが代表となることでその活動を広げ、教育問題に関する研究機関としての役割もは
たすことになった。教育博物館については、BUISSON 1911, « Musée pédagogique »を参
照した。『教育雑誌』が機関誌となったのもこうした方向性の変化を受けてのものと考えら
れる。 
121 新シリーズとなってからの正式な書名は、Revue pédagogique. Nouvelle série.である。
1月 1 冊あたりの価格は 1フランであった。 
122 この雑誌は、教育史研究においてしばしば史料として利用されるが、言説を部分的に
引用するといった利用がほとんどで、管見のかぎり雑誌そのものを分析対象とした研究者
はオニエのみである。OGNIER Pierre (1984), « L’Idéologie des Fondateurs et des 
administrateurs de l’école républicaine à travers la Revue Pédagogique de 1878 à 1900 
», Revue française de Pédagogie, 66, pp.7-13 および OGNIER Pierre (1988), L'École 
républicaine française et ses miroirs : l'ideologie scolaire française et sa vision de 






宜的に呼んでいる。それ以外は、Chronique de l’enseignement primaire en France、
































                                                   
124 書評の他は、「教育学」（Pédagogie）、「雑録」（Variétés）、「問題と議論」（Questions et 
discussion）、「教育に関する覚書」（Notes pédagogiques）、「各種試験」（Examens）、「フ
ランスの定期刊行物を通して」（A travers les périodiques français）、「外国の定期刊行物
を通して」（A travers les périodiques étrangers）という構成になっている。このなかで
内容としては「教育学」、「雑録」、「問題と議論」がそれまでの論説をほぼ引きついでいる。 
125 F. V. (1928), « Le cinquantenaire de "L’Enseignement public : Revue pédagogique" », 
RP, 93, p.412. « L’Enseignement public continue d’être une Revue d’information et de 
discussion ; il est devenu, en plus, une Revue de rapprochement et le coordination. » 
126 OGNIER (1984), op. cit., pp.8-9. 
127 Ibid., p.8. 
128 1900 年の第 36巻には、この巻から新シリーズになるとあるが、書名や巻の数え方も
変わることなく、特に大きな変化はみられない。RP, 1900, 36, pp.1-3. 
129 この二点に関してはオニエも指摘しているところである。OGNIER (1984), op. cit., p.7.






































                                                   
130 これらの雑誌を広く史料として使った研究として、CHANET Jean-François (1996), L’ 
École républicaine et les petites patries, Paris, Aubier がある。シャネは『教育雑誌』も
用いているが、特別なあつかいをしているわけではない。 
131 ハワード＝ジョーンズ, ノーマン（1984）『予防医学のあけぼの : 国際衛生会議










「林間学校」は、1916 年から 1920 年代をのぞいて何かと話題に上っており、比較的よ

























                                                                                                                                                     
of the International Sanitary Conferences, 1851-1938, Geneva: World Health 
Organization, 1975), pp.103-118. 
132 RAIMBERT (1878), « Notions d’hygène », RP, 1, pp.398-406, 653-656, 2, pp.543-565, 
653-656. 
133 RAIMBERT, ibid., 2, p.656. « Éviter de respirer un air chargé de gaz irritants, de 
pouissières minérales et même de poussières végétales et animales.  
Détruire ou atténuer les effets de ces gaz ou de ces poussières par une forte 
ventilation qui les emporte au loin. » 
38 
 






























3章で検討するが、フランスでは 1883 年よりパリ 9 区で始められていた取りくみが 1887
年に『教育雑誌』に紹介され、反響を呼んだ137。林間学校は、貧しく虚弱な子どもたちを
夏期休暇中に自然環境の豊かな土地に滞在させ、健康の増進をはかる活動であった。一日
                                                   
134 V. H. F. (1908), « L’institution de médecins scolaires à l’étranger », RP, 53, p.327. 
« Aussi longtemps que l’hygiène scolaire n’avait pour objet que les locaux et le matériel 
des écoles, ni le personnel enseignant, ni les parents ne se souciaient de son 
fonctionnement. » 
135 Dr BEAUREGARD H. (1890), « L’hygiène à l’école », RP, 17, pp.249-251. 
136 Dr BEAUREGARD H., op. cit., p.251. « Pour l’organisation de cet enseignement, il 
est essentiel de se souvenir que l’hygiène est en somme affaire d’éducation aussi bien 
et même plus que d’instruction. »,  







































                                                   
138 Dr MOSNY Ernest (1893), « A propos du nouveau règlement modèle du 18 août 
1893 relatif aux prescriptions hygiéniques à prendre dans les écoles primaires pour 
prévenir et combattre les épidémies », RP, 23, pp.227-239. なお、モスニは後に、公教育




































                                                   
139 コルバン, op. cit., pp.304-305. 
140 ダルモン, op. cit., pp.466-486. 
141 Dr NICOLAS Joseph (1901), « L’École et l’hygiène », RP, 38, pp.54-69. 
142 « la scienece des rapports sanitaires de l’homme avec le monde extérieur et des 
moyen de faire contribuer ces rapports à la viabilité de l’individu et de l’espèce » 
143 « l’hygiène est l’art d’assurer le développement et le perfectionnement des individus 
et de leur conserver la santé au milieu des conditions favorables et nuisibles qui les 
entournent, utilisant les premières au mieux de leurs intérêts et cherchant à rendre 







































                                                   
144 « Le rôle bienfaisant de l’école ne pourra-t-il pas s’étendre même au-delà de la 
période scolaire? Si, puisque l’enfant aura acquis, pendant son séjour en classe, des 
habitudes d’hygiène, de propreté qu’il conservera plus tard, il faut l’espérer, et qui 






















のための医師と家族の同盟」（Ligue des médecins et des familles pour l’amérioration de 













                                                                                                                                                     
   L’école peut être aussi applée, le jour où on le voudra énergiquement, à jouer un rôle 
de premier ordre dans la lutte contre ce terrible fléau, qui de jour en jour envahit 
davantage notre pays, qui le mine au point de vue de la valeur physique et même 
morale des individus, dans la lutte contre l’alcoolisme. », p.68. 
145 V. H. F., op. cit., p.328.  « Null part la lutte préventive contre ces fléaux n’est plus 
efficace qu’à l’école populaire qui r.unit les enfants les plus exposés. L’hygiène scolaire 
prend ainsi l’importance d’une défense nationale et sociale. » 
146 CHABOT C. (1903), « Le congrès d’hygiène scolaire et la Ligue des médecins et des 






































                                                   
147 1907 年の『公衆衛生および法医学年報』には、健康カードには学校生活にかかわるこ
とがらのみに限定することで、家族生活や医師の職業的秘密を守ることができるとする記
述がある。Dr. MACÉ E. (1907), « Principes d’hygiène scolaire », Annales d’hygiène 
publique et de médecine légale, 3-8, pp.202-203. 





































                                                   
149 セクションの小見出しは、MALAPERT P. (1910), « Le IIIe congrès international 
d’hygiène scolaire », RP, 57, pp.551-561.による。フランスにかぎらず学校衛生への関心は
各国で高まっていたようで、国際学校衛生会議は 1904 年にドイツのニュルンベルクを先
駆けとして、1907 年にロンドン、1910 年にパリ、1913 年にバッファロー（アメリカ）と


























 両大戦間期に入って、ストラスブールで「パリと各県の学術団体会議」（le Congrès des 










                                                   
150 Dr GALTIER-BOISSIÈRE (1918), « Fièvres typhoïdes et vaccination antityphique, 
à l’âge scolaire », RP, 72, pp.440-446. 
151 Dr MERY (1914), « Le rôle de l’instituteur dans l’hygiène de la classe », RP, 65, 
pp.1-12.  
152 CATTIER Fernand (1920), « L’hygiène scolaire au congrès de Strasbourg », RP, 77, 
pp.288-296. 
153 Ibid., pp.290. « Quant aux colonies de vacances, elles doivent exister pour toutes les 































                                                                                                                                                     
l’approuverons tous －que les villégiatures d’été ne soient pas réservées à certaines 
classes de la société, tous les enfants des villes devraient pouvoir, chaque année, 
bénéficier des avantages de la vie en plein air. » 
154 Ibid, p.293. « Ce qu’il y a de plus original dans la communication de M. Marchoux, 
c’est l’affirmation de la nécessité de surveiller la santé du maître en même temps que 
celle des écoliers. Ce en quoi il a été bien inspiré, car il est en effet indéniable qu’il y a 
des cas de contagion à l’école dus à l’instituteur tuberculeux. » 
155 LEUNE A. (1920), « La tuberculose et les instituteurs », RP, 40, pp.33-36. しかし、
寄稿者もアカデミー視学官であり、内容としては教員団体の代表たちが教員のためのサナ
トリウムを求めるもので、学校衛生というよりは教員の問題と考えられていた。 
156 L’HÔPITAL Ch. (1921), « L’enseignement de l’hygiène à l’école », RP, 78, pp.387-396.
「教育会議」とは、カントンごとにアカデミー視学官が議長となって行われる会議で、初
等学校教員が集まり、教育に関する理論や実践について話しあわれる場であった。


































                                                   
157 L’HÔPITAL Ch., op. cit., pp.390-391. « Une action incessante et inlassable, plus que 
des leçons théoriques, voilà quel doit être l’essentiel de notre enseignement hygiénique 
». « En vérité nous préférions que, » « chaque journée de la vie scolaire fût une journée 
d’hyigène en application. »,  
158 Dr BATIER G., Mme BATIER G. (1921), « L’inspection médicale des écoles », RP, 78, 
pp.397-416. 引用は p.406. « Les rôles sont renversées ; ce n’est plus le médecin qui est 
au premier plan avec l’infirmière comme auxiliaire effacée, c’est le maître qui devient 









































                                                   
161 Ibid, pp.7-8. «Une fois l’école construite et meublée conformément aux règles de 
l’hygiène, il ne reste plus qu’à habituer les enfants à leur obéir. Ce serait chose facile si 
nous n’avions pas à lutter contre de tenaces préjugés. Cette lutte doit être menée avec 
énergie, mais avec tact. Il faut amener les enfants, sans désobéir à leur parents, à des 
pratiques contraires aux pratiques traditonnelles des familles. Il faut savoir concilier 
le respect dû aux parents avec le respect dû à l’hygiène. » 
49 
 



















































































第 2 章 第一期（1870 年代から 1880 年代前半）―――「衛生的な学校づくり」 
 
 



























                                                   
162 ANDREIU Gilbert (1999), La gymnastique au XIXe siècle ou la naissance de 
l’éducation physique 1789-1914, Paris, Édition Actio, pp.74-77. 
163 MAYEUR, op. cit. 「フェリー時代」は同書第 3 章のタイトル、「共和国の『創立者』
の時代」は p.162の表現である。 
164 福井憲彦編（2001）『新版世界各国史 12 フランス史』山川出版社, p. 351. 
165 特に国家と教会の対立をテーマとしたものとして、小山, op. cit, 工藤庸子（2007）『宗
教 vs. 国家：フランス〈政教分離〉と市民の誕生』講談社現代新書, 谷川稔（1997）『十
字架と三色旗：もうひとつの近代フランス』山川出版社, OZOUF (1982), L’École, l’Église 
et la République (1871-1914), Paris, Cana / Jean Offredo, (Colin, 1963)を参照。 
166 教育の義務性は公立学校にかぎらず、私立学校に通ったり、学校へは通わず家庭教師
を雇って教育を受けることも可能だった。 














とは、1875 年に 1086 万フランだった国の負担が、1880年には 2011万フラン、無償化法






が貫かれたのは先にみたとおりである。就学義務に関する条項は 1882 年 3月 28日法に結
実し、これによって満 6 歳から満 13 歳までの男女児童の初等教育が義務とされた。そし
て、児童の就学・通学を監督する機関としてコミューンに学務委員会がおかれ、この委員
会の認める事由なしの欠席が繰りかえされた場合、最終的には刑法第 479 条、第 480 条に
照らして軽犯罪と見なされ、治安罰を発動することが規定された170。 






リキュラム」172のことであり、これは 1882 年 7 月 27 日に出された「公立初等学校の教
育的編成と教育計画に関するアレテ（政令）」173に付属するものである。初等教育を初級、
                                                   
168 教育財政については、荻路, op. cit.を参照。 
169 牧柾名編（1990）『公教育制度の史的形成』梓出版社, p.163. 
170梅根悟監修（1975a）『世界教育史大系 10 フランス史Ⅱ』講談社, pp.130-134. ここで
義務制の導入は、権利としての教育という発想ではなく、親に対する不信感に基づいてい
た。牧, op. cit., pp.162-166. 
171 ALBERTINI, op. cit., p.71や PROST, op. cit., p.277による。 
172 « Programmes annexés au règlement d’organisation pédagogique des écoles 
primaries publiques ». 本稿では RP, 1882, 1, pp.137-140.に全文があるため、これを参照
した。 
173 « Arrêté sur l’organisation pédagogique et le plan d’études des écoles primaires 



















 1882年のカリキュラムは、順に「身体教育と職業教育への準備（Éducation physique et 
préparation à l’éducation professionnelle）」、「知育」「道徳教育」の三つで構成される。
それぞれがさらに「目的」「方法」「カリキュラム」というように分割される。カリキュラ










                                                   
174 Ibid., p.139. « L’enseignement donné dans les écoles primaires publiques se 
rapporte à un triple objet : éducation physique, éducation intellectuelle, éducation 
morle. Les leçons et exercices gradués qu’il comporte sont répartis dans le cours 
d’étude conformément aux programmes annexés au présent arrêté. » 
175 このカリキュラムにおいて、基礎課程は 7歳から 9歳、中級課程は 9 歳から 11 歳、上
級課程は 11 歳から 13歳とされている。また、身体教育が三つの教育のなかで最初に来て
いることから身体教育を重視しているということもいえそうではあるが、これはむしろ『エ
ミール』に記されるような、ルソー流の教育体系にしたがった配置であると思われる。 
176 Ibid., p.144. « elles agissent sur ses facultés, forment son esprit, le cultivent, 
l’étendent »  
177 Ibid., p.145. « La seule méthode qui convienne à l’enseignement primaire est celle 
qui fait intervenir tour à tour le maître et les élèves, qui entretient pour ainsi dire eux 


































                                                   
178 飯田伸二（2002）「フランス語から〈国語〉へ：第三共和政におけるフランス語教育と
小学校教員養成 」『国際文化学部論集』（鹿児島国際大学国際文化学部）2-4, pp.1-11. 
179 ここには、教育学者であり初等教育局長でもあったビュイッソンの知見が反映されて
いることが考えられる。 
180 Ibid., p.145. « C’est donc par un appel incessant à l’attention, au jugement, à la 
spontanéité intellectuelle de l’élève que l’enseignement primaire peut se soutenir. » 
181 Ibid., p.156. « L’enseignement moral laïque se distingue donc de l’enseignement 
religieux sans le contredire. » 
182 尾上雅信（2007）『フェルディナン・ビュイッソンの教育思想：第三共和政初期教育改
革史研究の一環として』東信堂, p.151. 





































                                                   
184 Ibid., p.141. « L’éducation physique a double but : D’une part, fortifier le corps, 
affermir le tempérament de l’enfant, le placer dans les conditions hygiéniques les plus 
favorable à son développement physique en général.  D’autre part, lui donner de bonne 
heure ces qualités d’adresse et d’agilité, ...pour la pluspart à des professions manuelles. 
» 
185 Ibid., p.141. « pour préparer et prédisposer, en quelques sortes, les garçons aux 
futurs travaux de l’ouverier et du soldat, les filles aux soins du ménage et aux ouvrages 
de femmes. » 
56 
 

































                                                   
186 Armagnac L. (1882), « L’Enseignement militaire à l’école », RP, 1, p.112.  
« pendant longtemps les prescriptions concernant les exercices militaires ne sont 
applicables qu’aux établissement d’enseignement secondaire. Avant que la pensée ne 
vint de faire pénétrer l’enseignement militaires dans l’école primaire, on s’occupa d’y 
organiser la gymnastique. » 
187 清水重勇（1986）『フランス近代体育史研究序説』不昧堂出版. pp.63-72, pp.105-115. 
188 ANDREIU, op. cit., pp.62-68. 














全国で全 87 県のうち 38 県にバタイヨン・スコレールが結成され、4 万 4326 人の児童・
生徒が参加した192。リヨンでの実施については、スポーツ史研究者であるアルノによる論















                                                   
190 HORVATH-PETERSON Sandre (1984), Victor Duruy and French Education, Baton 
Rouge, Louisiana State University Press, p.144. 
191 バタイヨン・スコレールは、定訳がなく「学童の大隊」「学校大隊」「学生大隊」「学校
部隊」などのように訳されるが、本稿では「バタイヨン・スコレール」で記す。BOURZAC  
André (2004), Les Bataillons scolaires 1880-1891 : L’éducation militaire à l’école de la 
République, Paris, L’Harmattan. 亀高康弘（2002）「『学童の大隊』の目的と限界：1880
年代フランスの共和主義教育改革における軍事教育の役割」『文化学年報』51, pp.147-174. 
清水, op. cit.などを参照。 
192 BOURZAC, op. cit., p.141. 
193 ARNAUD, « Un exemple de militantisme municipal : Les bataillons scolaires à 
Lyon et dans le département du Rhône (1882-1889) », Pierre ARANAUD, dir. (1987), 
Les Athlètes de la république : Gymnastique, sport et idéologie républicaine 1870-1914, 
Paris, Privat, pp.63-85. 
194 HUBSCHER Ronald, dir. (1992), L’histoire en mouvement : Le sport dans la société 


































                                                   
195 GRANIER Christine, MARQUIS Jean-Claude (1982), « Une enquête en cours : La 
maison d’école au XIXe siècle », Histoire de l’éducation, 17, pp.31-46. 
196 WEBER Eugen (1976), Peasants into Frenchmen: The Modernisation of Rural 
France, 1870-1914, Stanford, Stanford University Press, pp.204-305. 
197 以下、Prost, op. cit., pp.113-114. 
198 OZOUF, op. cit., p.110. これは、教員が自らの過去について語った記録を集めた史料
集である。 « L’école de mes jeunes années était installée dans une maisons en location ; 
chauffage défécteux, mauvais éclairages; il n’était pas encore question de règles 
hygiéniques; souvent les cabinets d’aisance étaient éloignés de l’école; un certain temps 
même, il n’y eut point. Il fallait apporter chaque semaine une grosse bûche pour 























る。第 1 グループは模範とすべき学校で、これはわずか 2 校のみ、いずれもサックス大通
り 248番地のプロテスタントの学校であった。第 2グループは「ほどほどの学校」である
が、より悪い学校にくらべてましなだけで、当局はこれらの学校をこのままにしておくべ




ぎとトイレの不足・不潔であった。430 人の児童をかかえるマズノ通り 43 番地の学校に
ついては、教室ごとの面積と児童数があげられ、教室に対して児童数が過密か否かの評価
がされている。基準は、教室 1 平方メートルあたりの児童数は 1 人とすると定めた 1850
年 3 月 15 日法であろう。例えばクラス 8 では、日本の数え方でいうところの約 20畳（37
平方メートル）に 63 人、つまり 1 畳あたり 3 人がいる計算になる。この学校は、全児童
に対して 3つの便所しかなく、それも常に排せつ物であふれているとも記述され、シャン
ボール＝エノンが担当する学校のなかでももっともひどい状態であるとされている。同じ




                                                   







  教室面積（㎡） 児童数   
クラス 1 47 40 
過密でない クラス 2 48 44 
クラス 3 47 44 
クラス 4 42 48 
過密である 
クラス 5 42 52 
クラス 6 47 58 
クラス 7 37 54 














２．学校建設：1878 年 6 月 1 日学校建設法 
学校建築基準法に数年先だって、大都市では独自の基準を設け、学校建設を開始してい
た。なかでも、教室内の児童数が多すぎることについてはこれ以前から問題視されていた。
1873 年 9 月時点での初等視学官による報告書では、当時 143 校のうち 28 校が狭隘、10
校が劣悪と評価されている200。このため、リヨン当局は学校あたりの児童数およびクラス
数の基準を二度にわたって独自に定めることとなった。1873年には 50 人を 1 クラスとし
て全 4クラスで合計 400 人の学校をモデルとしたが、1 校あたり 6 クラスであれば 1クラ
ス 1 課程として全課程に対応できることもあって、1879 年には全 6 クラスを理想とした
合計 600 人の大規模な学校が基準となった。1876 年から 1886 年の 10 年間は、学校建設
だけでコミューンの特別予算の 10 パーセントを占め、とりわけ 1881 年はそれが 46 パー
セントにもおよんだ。学校建設はその 1881 年から加速するが、リヨン市長としてガイユ
トンが就任したことが理由であった。リヨンにおける初等学校建設の波は、1890年代にい
                                                   




 国としては、1878 年 6 月 1 日法によってコミューンによる学校建設を支援することを
打ちだした（以下、学校建設法と略）202。政府による法案の提出は 1877 年 3 月で、つづ





















 まず、第 1 部で学校建設にあてる財源が規定される。第 1 条において、5 年間で 6000
万フランの補助金と、同じく 5年間で 6000万フランの貸付金が用意される。したがって、
1 年間に使える補助金と貸付金はそれぞれ 1200 万フランということになる。補助金は経
済的に余裕のないコミューンに（第 3 条）、貸付金はすべてのコミューンに与えられるこ
とが規定された（第 6 条）。いずれの場合も、建設計画の図面と見積書が公教育省によっ
て事前に許可される必要があった。次に、第 2 部では、第 1部で定められた資金の運用に
関する規定がならぶ。第 7条で、学校施設建設公庫（Caisse pour la construction des écoles）




                                                   
201 Ibid., pp.38-45. 
202 DUVERGIER, 1878, pp.323-331. 
203 Instruction relative à la loi sur la construction des maisons d’école. « Actes 
officiels », RP, 1878, 12, pp.5-13. 




















ること（第 15 条）である。さらに、ここで規定された年額 1200 万フランの補助金あるい
は貸付金に加え、県とコミューンがほぼ同額を支出することになっており、わずか数年間


















  補助金 貸付金 
1878/6/1 60,000,000  60,000,000 
1881/8/2 50,000,000  50,000,000 
1883/3/20 40,000,000  80,000,000 
1884（loi de finance） 28,333,333    
合計 178,333,333 190,000,000 
   
実際に使われた金額 補助金 貸付金 




出典：BUISSON 1911, « Maison d'Ecole » 
 
 これまで見てきたように、1870年代から 1880 年代前半のフランスは、学校建設がさか
んに行われた時期であった。リヨンなどいくつかの大都市では国に先行して独自の学校モ
デルを策定し、建設を進めていた。それに数年遅れて、国は学校建設法によって財政支援
                                                   
205 RIANT Aimé (1879), « Revue d’hygiène scolaire », Annales d’hygiène publique et de 
médecine légale, 2-3, p.196. 
206 財政については、権上康男（1982）「フレシネ・プラン（1878-82 年）（上）（下）：


























1880 年 9 月 24 日のアレテによって創設された学校施設委員会（un comité des bâtiments 
scolaires）が、図面の審査、建設・整備事業の監督をおこなった。だが、中央のみでは業








208 『教育雑誌』に図版つきで全文が掲載されている。« Règlement pour la construction et 
l’ameublement des maisons d’école », RP, 1880, 6, pp.352-382. 
209 Ibid., p.351. « la pédagogie ne comprend pas seulement les règles multiples et 
variées de l’enseignement à donner aux enfants, mais aussi les règles d’hygiène et de 
confort propres à rendre l’école saine et agéable. » 




































                                                                                                                                                     
て、この段階での学校とは、何百人が一堂に会するためきわめて大きな部屋だった。第三
に、第二共和政と続く第二帝政の時期であるが、この段階では特別な学校建設の動きはな
かった。そして最後に、第三共和政の学校が現れる。BOUSQUET, « Le combat pour 
l’autonomie : les débuts des écoles primaire », CHÂTELET (1993), pp.36-45. 
212 BOUSQUET, « Le combat pour l’autonomie : les débuts des écoles primaire », 
CHÂTELET, op. cit., p.44. 
213 LOYER, « Prélude : de l’architecture scolaire », CHÂTELET, op. cit., p.16. 
214 CHÂTELET, « L’école prend forme », Ibid., pp.82-85. 
215 DUBOIS Partick (2002), Le dictionaire de pédagogie et d’instruction primaire de 
Ferdinand Buisson : répertoire biographique des auteurs, Paris, Institut national de 
recherche pédagogique., p.110., CHÂTELET « L’école prend forme », CHÂTELET 
(1993), pp.84-85. 
216 « L’école de la rue Tanger » , CHÂTELET, op. cit., p.120. 
217 NARJOUX Félix (1878), « Principes de construction scolaire », RP, 2, pp.577-603.お






























が横長になると教員の注意が両端へ行きとどかなくなるため、教室の形は 8対 9 の比率が
                                                   
218 NARJOUX (1878), op. cit., pp.577-578.  
« La première question à résoudre lorsqu’il s’agir de construire une maison d’école, est 
le choix de l’emplacement qui doit la recevoir. », « Il est bein rare qu’il soit possible de 
donner à une école, surtout à une école urbaine, l’orientation jugée la meilleure; » 
219 Ibid., pp.589-590.  
« La population d’une classe ne devrait jamais dépasser vingt élèves. C’est un nombre 
convenable pour que la surveillance du maître soit effective et que ses leçons soient 
écoutées avec attention, mais dans la pratique cette limite n’est jamais observée ; 
d’abord à cause de l’insuffisance des locaux et de leur disposition, ensuite à cause deu 
manque d’un nombre suffisant de maîres, et enfin à cause de la dépense 
qu’occasionnerait tous à la fois une augmentation dans le nombre des locaux et dans 
celui des maîres. », « Une classe ayant une trop grande largeur est difficile à surveiller; 
le maîre ne peut à la fois regarder des deux côtés; », « l’extrémité échappe aux regards 
du maître et il est contraint à de pénibles efforts pour laisser sa voix arriver aux élèves 

































                                                   
220 CREUTZER J. (1878), « Influence de la forme des salles de classe sur la discipline 
scolaire », RP, 1, pp.74-79. 引用は p.76. « La forme de la salle de classe touche, au 
contraire, de la manière la plus intime au bon ordre et au maintien de la discipline 
dans un école. » 
221 フーコー, op. cit. 
222 NARJOUX, op. cit., p.580. « La forme de la cour doit, autant que possible, sinon 
être rectangulaire, du moins n’offrir ni restraites ni saillies pourvant gêner les 
mouvemants des enfants et offrir un obstacle à la surveillance des maîtres. » 
223 以下、「窓」に関しては主に Ibid., pp.598-603. 他に、「採光・照明」という項目が
NARJOUX (1879), op. cit., pp.21-26.にあり、ここでも窓に関する言及があるので、これ
らを合わせて見ていく。 




































                                                   
225 クセルゴン, op. cit., pp.22-24. 
226 クセルゴン, op. cit., p.25. 
227 壁と天井に関しては NARJOUX (1878), op. cit., pp.595-597. « Les parements des 
murs doivenet être parfaitement plans, unis », « Les plumeaux et balais ne se heurtent 
ainsi à aucun obstacle, la poussière et les araignées, ne trouvant plus d’abri, sont 
ensuite bien plus facilement expulsées. », « Les plafonds, comme les murs, doivent être 
parfaitement plans et unis » 


































                                                   
229 MARTIN Alexandre (1881), « L’école agréable », RP, 7, pp.531-534. 
230 Ibid., p.531. « Le plaisir est encore le mobile qui agit avec le plus d’efficacité sur la 
volonté des enfants. » 
231 COMBES, op. cit., pp.128-129. 
232 梅澤, op. cit., pp.253-276. なお引用部分は p.264. 
233 MARTIN, op. cit., p.532. « une lumière vive et franche » 
234 Ibid., p.532. « fait naître dans l’esprit des conceptions riantes. » 
235 ナルジューの記事については NAJOUX (1878), op. cit., pp.598-600. ナルジューは窓
の設計において、眺望の問題をあつかっている。« Il ne faut pas, du reste, perdre du vue 
qu’un homme trouverait certainement très-pénible l’obrigation de travailler entre 

































                                                                                                                                                     
agréable pour un enfant et son travail doit par conséquent s’en ressentir. » 
236 NARJOUX (1878), op. cit., pp.578-585. ジムナーズとは、ジムナスティークをおこな
う場所のことである。 
237 Ibid., p.578.  
« La cour de récréation est une dépendance absolument indispensable à toute école ; 
elle est aussi nécessaire aux jeux des enfants qu’à l’aération à la salubrité des 
bâtiments. » 
238 アルベルティーニも、学校が遊ぶ場所になったことをわずかに指摘している。 
ALBERTINI, op. cit., p.73. 
239 LABEYRIE P. (1889), « Jeux et promenade scolaire » , RP, 15, p.405. 
240 NARJOUX (1878), op. cit., p.583. « Les avantages que présentent les exercices 



























 備品への関心は 1870 年後半に初めて現れたわけではない。1854 年のアメリカにおける
改革に端を発したそれは、すぐにヨーロッパに伝わって、ドイツやスイスで研究が進み、
成果が 1873 年のウィーン万博で展示された。ジョルダンの記事には、ビュイッソンによ
る万博レポートが抜粋されている。そこには、12 年から 15 年前に衛生と教育の二重の観
点から机についてのまともな研究が始まったばかりであるが、今日では教育にかかわりの






242 PROST, op. cit., p.114. 
243 ALBERTINI, op. cit., p.74.  
244 JOURDAN Ed. (1878), « Du mobilier des écoles », RP, 1, pp.554-569. ジュルダンは
記事に見られる肩書きによると、パリの学校の校長（Directeur de l’École de Paris）であ
る。 
245 DE BAGNAUX (1879), « Le mobilier scolaire », RP, 3, pp.109-151. ド・バニョーは






























                                                   
246 JOURDAN, op. cit., pp.555-556. « Il n’y a plus de douze ou quinze ans qu’on a 
commencé des études sérieuses sur la construction des bancs d’école au double point de 
d’hygiène et de la pédagogie. », « Aujourd’hui, quiconques s’intéresse à l’instruction 
populaire sait qu’il existe une question des bancs d’école ; » 
247 « Exposition scolaire de Beauvais » et « Exposition scolaire d’Angoulème », RP, 1885, 
5, p.281. 
248 JOURDAN, op. cit., p.556. « Le mobilier de l’école a sur l’élève une influence 
physique et une influence morale : » 
249 DE BAGNAUX, op. cit., p.114. « Il n’y a aucun exagération à dire que c’est un 
véritable instrument de supplice pour nos pauvres écoliers. » 
250 JOURDAN, op. cit., p.556. « il faut le reconnaître, M. O. Gréard, », « a remplacé ou 
remplace l’ancien mobilier scolaire par des modèles nouveaux. » 
251 Ibid, p.557.  « L’ancien mobilier se composait de longues tables, contenant 8, 10, 12 
et même 15 élèves. » 
252 Ibid., p.569. « Si ses classes sont pourvues de bancs refuser un élève, le chef 
d’institution auquel la place fera défaut n’hésitera pas le plus souvent à serrer un peu 
ses élèves, poue en faire entrer 11 ou 12, par exemple, dans une table de 10. Nous 
avons fait ressortir les graves inconvénients auquels donnnent lieu une pareille 
































                                                   
253 Ibid., pp.557-558. « Enfin, dans l’ancien mobilier, la hauteur du pupitre et celle du 
banc étaient à peine calculé ; quant à la largeur du pupitre elle était toujours, trop 
faible, et l’inclinaison de la table, lorsqu’elle existait, était rarement conforme aux 
indications données par les hygiénistes. », « Le plus dangereux de tous est celui qui 
résult de l’espace libre laissé entre les bords intérieurs de la table et du banc. » 
254 Ibid., pp.558-560. ジュルダンの記事には « Hygiène des écoles, par Virchow. 
Traduction du docteur E.Decaisne. » という注がある。 « Les orthopédistes sont 
unanimes pour déclarer que la plupart des scolioses se développent pendants le temps 
des études. » 
255 近視については特に Ibid., pp.560-563.  « un autre mal, la myopie scolaire, est 
engendré par cette habitude que contacte forcément l’élève, d’approcher constamment 
la tête à quelques centimètres du papier sur lequel il écrit. », « Ce mal se développe 
bien plus rapidement encore si la tabelette du pupitre n’est pas inclinée ou si elle ne 





































                                                   
256 特に DE BAGNAUX, op. cit., pp.132-138. « Sous ce rapport il y aurait lieu de les 
modifier l’un et l’autre et de porter le nombre des types à cinq, ce qui est le minimum 
nécessaire pour des enfants de 6 à 13 ans. » 
257 BRESLER, « Du tableau noir au tableau vert de la classe, au l’histoire du mobilier 
scolaire », CHÂTELET, op. cit., p.108. 
258 DE BAGNAUX, op. cit., p.127. « la table soit accommodée à l’enfant et non l’enfant 







第 3 節 学校医療視察制度 
 
１．制度の目的 



























およびそれを補った 1887年 1 月 17日デクレ（省令）によってであった。本稿では第二期
に相当する時期であるが、リヨンでは第一期から運用されており、制度の目的や内容を確
                                                   
259 BUISSON Ferdinand (1887-1888), Dictionnaire de pédagogie et d’instruction 
primaire, Paris, Hachette, 1-2, pp.1353-1354, « Inspection médicale ». この項目の著者
名は記載されていない。 
260 E.J. (1886), « L’inspection médicale des écoles », RP, 8, pp.519-521. 
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認するためにここで取りあげたい。ゴブレ法の第 9 条と第 10 条が学校への視察を規定す
























                                                   
261 DUVERGIER, 1886, p.382. « 7o au point de vue médical, par les médecins 
inspecteurs communaux ou départementaux.― L’inspection des écoles publiques 
s’exerce conformément aux règlements délibérés par le conseil supérieur. ― Celle des 
écoles privées porte sur la moralité, l’hygiène, la salubrité et sur l’exécution des 
obligations imposées à ces écoles par la loi du 28 mars 1882. Elle ne peut porter sur 
l’enseignement que pour vérifier s’il n’est pas contraire à la morale, à la Constitution et 
aux lois. »  
262 Journal Officiel, 1887, p.342. « Art. 140. ― L’inspection des autorités préposées à 
la surveillance des écoles en vertu des paragraphe 4 et 5 de l’article 9 de la loi du 30 
octobre 1886 portera, dans les écoles publiques, sur l’état des locaux et du matériel, sur 
l’hygiène et sur la tenue des élèves. 
  Elle ne pourra jamais porter sur l’enseignement. 
  Art. 141. ― Les médecins désignés au paragraphe 7 de l’aticle 9 de la loi précipitée 
n’auront entrée dans les écoles qu’après avoir été agréés par le préfet. 
  Ils devront remplir les conditions mentionnées de l’article 136 du présent décret. 
  Leur inspection ne pourra porter que sur la santé des enfants, la salubrité des locaux 
et l’observation des règles de l’hygiène scolaire. » 第 141条で、本デクレの第 136条に示
される条件というのは、視学官以外で学校の視察に関わる人間は満 25 歳以上でなければ
ならないというものである。 














 この提案をうけ、1879 年 6 月 17 日に県知事ウストリは学校視察医師のポスト 6 つに対
するコンクールを実施することを公示している。選抜のための試験は、学校衛生に関する
記述試験、小児病理学に関する記述試験、学校視察（候補者による視察結果について理由
を付した報告書の作成）、口頭試問（最低 2 人の病気にかかった子どもの診察）の 4 種あ
る。候補者は、フランス人もしくはフランスに帰化した者で、医師免許を所持しているこ
とが必須であった。候補者は試験の結果によりランクづけされるが、初回のコンクールで
は、第 1 位と第 2位の者が 6 年の任期、以下、第 3位と第 4位が 4 年、第 5位と第 6位が
2 年という任期で採用されることとなる。2 年ごとに 2 人を入れかえるシステムを構想し
ていたようにみえるが、後述の知事のアレテでは 9年任期で 3 年に 1度の改選をすること
をうたっている。ところが実際は、2 年後の 1881 年にコンクールが実施され、このとき
は上位の 2人を 6年任期で採用することが掲げられている。結果、6年任期で 2年に 1 度
の改選に落ちついたのであろう。前述のとおり学校視察医師には年 1500 フランの報酬が
あり、採用から外れた者も欠員などの場合に一時的に声がかかることがあるとされている。
9 月 10 日付のアカデミー視学官らかローヌ県知事に宛てた書簡に付されたコンクールの
審査の記録から、1879年は 11 人が立候補したことがわかっている。 
 9 月には採用が決定し、ローヌ県知事は 10 月 15日のアレテによりリヨンにおける学校
医療視察制度の創設を公布している。それによると、この制度は 1879 年 11月 1 日から動
きだす（第 1 条）。第 2 条で学校視察医師が担当する 1 管区は、20 から 25 校の初等学校
もしくは幼稚園（salle d’asile）とされる265。第 8 条において視察は、初等学校では月に 2
回、幼稚園では月に 4回と規定される。ところで、前述の『教育学辞典』でも学校視察医
師の役割は医学的な観点からの学校の視察であるとされ、実際にそれが通常の業務であっ




 また、同じ年の 10 月 15 日の規則（règlement）により学校視察医師の業務内容をくわ
                                                                                                                                                     
médecins scolaires (1879-1939) », Information sociales, 161, p.15. 
264 以下、学校視察医師制度の創設に関しては、AML, 176 WP 033 2. 
























となる（第 9 条）。前 2 条以外でも病気で休んだ場合はやはり復学に証明書が必要となる
（第 10条）。学校視察医師はアカデミー視学官に対して 3 カ月ごとに学校医療視察の状況
を報告する（第 11 条）。 
 リヨンにおける学校視察医師制度は以上の内容をもって始動したわけであるが、わずか
1 年後にはふたたび県知事によるアレテが出されている。修正点は管区の増加とそれにと











                                                   
266 « Règlement concernant le service des médecins inspecteurs des écoles primaires 
laïques et des salle d’asiles communales de la ville de Lyon » 
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学校視察医師の担当学校数（1881 年 1月以降） 
 




第 1管区 10 11 2 23 
第 2管区 10 9 3 22 
第 3管区 11 7 4 22 
第 4管区 8 9 6 23 
第 5管区 5 9 5 19 
第 6管区 7 7 4 18 
第 7管区 6 9 5 20 
第 8管区 9 9 4 22 
 
 さて、制度が始まってから 2 年後の 1881 年、改選のために学校視察医師採用のコンク
ールが開催されたが、このときリヨンには市長職が復活してガイユトンが就任していた。
これにともなって、コンクールの主催はローヌ県知事からリヨン市長に移っているが、権

















おきたい。1879 年 10 月 15 日規則の第 5 条により、学校視察医師は質問項目が記載され
た記録簿に結果を記すことが定められたことは、先に述べた通りである。この用紙は 1880
年から使われているが、1881年に様式の一部が改められたあとは変化なく 1890 年代まで
































一例として、１区（リュイゼルヌ通り）の男子校にかんする 1882 年 3 月 20日付の記録簿









                                                   
269 1900 年代以降の学校医療視察の記録簿は見つけることができなかった。 
270 AML, 176 WP 033 5. « L’épidémie de scarlatines, rougeoles et coqueluches serait 
seulement sur la petite classe. Si de nouveaux cas se produisent, je demanderai la 
fermeture de la 2e classe seulement. » 
271 AML, 176 WP 033 7. « Je constate avec satisfaction que pour la première fois, 
depuis la rentrée des classes, je n’ai pas eu à constater de cas de rougeole ou de 




















第 2 章の結論 
 



















                                                   













































第 3 章 第二期（1880 年代後半から第一次世界大戦）―――「児童の健康」 
 
 
第 1 節 連帯主義にもとづく衛生政策 
 
１．連帯主義における衛生 
 学校衛生の第二期にあたる 1880 年代後半から第一次世界大戦までについて、公衆衛生
という観点からすればこの時期は初の公衆衛生法（公衆衛生に関する 1902 年 9 月 15 日法 















の動きが 1893 年の総選挙後に生じ、1898 年のドレフュス事件が起こると、その最中に行
われた総選挙でかつてない左翼の優位がうまれた。こうして、急進派が政治の中心へ移動
する273。彼らは 1901 年に急進党（正式名称は急進共和・急進社会党 Le Parti républicain 







































                                                                                                                                                     
う観点から、小野塚は世紀転換期説の立場を取っている。 
275 「連帯」概念自体は 1840年代から政治思想に導入されていた。以下、連帯主義につい
ては、HAYWARD J. E. S. (1961), “The Official Social Philosophy of the French Third 
Republic: Léon Bourgeois and Solidarism,” International Review of Social History, 6, 
pp.19-48. 重田園江（2010）『連帯の哲学Ⅰ フランス社会連帯主義』勁草書房, pp.43-7. 田
中 (2006) pp.208-226, 廣田明（2009）「社会的連帯と自由：フランスにおける福祉国家原
理の成立」小野塚知二編『自由と公共性：介入的自由主義とその思想的起点』日本経済評
論社, pp.41-79 を参照。 
276 ビュイッソンの著作への序文による。BUISSON Ferdinand (1908), La politique 
radicale : Étude sur les doctrines du Parti Radical et Radical-Socialiste, Paris, V. Giard 
et E. Brière, p.vi. « La nation ne jouira de la paix que lorsqu’elle aura créé un ensemble 
complet d’assurances qui garantisse tout individu contre les risques de la maladie, des 
accidents, du chômage, de l’invalidité, de la vieillesse. »  
277 無償医療に関する 1893 年 7 月 15 日法〔以下、無償医療法〕、児童扶助に関する 1893
年 7 月 15 日法、労災の責任に関する 1898年 4 月 9 日法（Loi du 9 avril 1898 concernat 
les responsabilités des accidents dont les ouvriers sont victimes dans leur travail）、共
済団体に関する 1899年 6月 30日法（Loi du 5 avril 1898 relative aux sociétés de secours 
mutuels）、老齢者および障害者・長期疾病者扶助に関する 1905年 7月 14日法（Loi relative 
à l’assistance obligatoire aux viellards aux infirmés et aux incurables privés de 
ressources）〔以下、老齢障害疾病者扶助法〕、労働者・農民老齢年金保険に関する 1910



























年における金額の負担は、国が 4.5 パーセント、県が 30.7 パーセント、コミューンおよび
慈善事務所が 58.4 パーセント、その他（施療院 hospices や民間の慈善）が 6.4 パーセン




                                                                                                                                                     
（二・完）」『大阪市立大学法学雑誌』37-1, pp.100-118, 37-3, pp.114-136 による。 
278 ニコレ, op. cit., p.70. 
279 « La nation ne jouira de la paix que lorsqu’elle aura cr.. un ensemble comolet 
d’assurances qui garantisse tout individu contre les risques de la maladie, des 










会, p.38.  
282 FAURE Olivier (1984), « La médecine gratuite au XIXe siècle, de la charité à 
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資産のある患者（有料患者 malades payants）も受けいれるようになっていた。1899 年
12 月 15 日の通達において、病院が支払い能力のある患者にベッドを提供するのは例外的
かつわずかな割合にとどめることとされたことは286、そのような変化を受けたうえで、あ
くまで貧者を優先すべきであるとしたものと理解できよう。他にも、無償医療法によって
                                                                                                                                                     
l'assistance », Histoire, Économie et Société, 4, pp.597-599. 
283 DUVERGIER, 1893, pp.351-352. « Tout Français malade, privé de ressources, 
reçoit gratuitement de la commune, du département ou de l’État, suivant son domicile 
de secours, l’assistance médicale à domicile ou, s’il y a impossibilité de le soigner 
utilement à domicile, dans un établissement hospitalier. 
  Les femmes en couches sont assimilées à des malades. 
  Les étrangers malades, privés de ressources, seront assimilés aux Français toutes 
les fois que le gouvernement aura passé un traité d’assistance réciproque avec leur 
nation d’origine. » 
284 Ibid., p.352. 






































                                                   
287 FAURE (1994), op. cit., p.188-198. 
288 松本, op. cit., pp.46-47. 









定が設けられた。衛生行政については、人口 2 万人以上の都市と 2000 人以上の温泉地に
かぎってであるが、コミューンに衛生事務所の設置が定められたほか、県については県衛
生評議会、パリについてはセーヌ県知事、セーヌ県衛生評議会（le conseil d’hygiène et de 
salubrité de la Seine）と警視総監、国に公衆衛生諮問委員会（le comité consultatif 


























                                                   
291 BROUARDEL P. (1903), « La protection de la santé publique : Loi du 15 février 
1902 », Annales d’hygiène publique et de médecine légale, 49, p.177. « Tout est la 
nouvelle loi sanitaire, elle n’est pas parfaite, elle n’est pas aussi complète que nous 
l’aurions désiré, mais elle constitue un sensible progrès et rendra, j’en suis sûr, de 
grands services au point de vue de la diminution des maladies évitables. », « la loi 
relative à la protection de la santé publique que nous sommes parvenus à faire voter en 
1902, n’est pas tout à fait celle que nous avions voulu réaliser. » 
292 吉田, op. cit., p.433. 
293 同時代における同様の指摘はブルアルデル以外にもあり、不衛生住宅の監視業務につ
いては行政から独立した専門家団体に委ねるべきという意見があった。不衛生住宅の衛生
化という観点からの評価については、大森, op. cit., pp.487-490.を参照。 
88 
 
だけでも、ブルジョワが創設にかかわった結核防遏全国委員会（le Comité national de 
défense contre la tuberculose）、また彼が代表を務めたフランス衛生予防道徳協会（la 













出典：ヌリッソン (1996)『酒飲みの社会史』ユニテ, p.62. 
 
次に、とりわけこの時期は学校にかぎらず結核が社会的な問題として捉えられていた。







                                                   
294 ROSANVALLON, op. cit., p.131. 
295 ヌリッソン, ディディエ（1996）『酒飲みの社会史：19 世紀フランスにおけるアル中と
アル中防止運動』柴田道子・田川光照・田中正人訳, ユニテ, pp.60-63. 
296 Ibid., pp.177-178. 
297 BARNES David S. (1995), The Making of a Social Disease: Tuberculosis in 

























の若い市長の登場にあった。就任間もない 1906 年に行われた食品衛生国際会議（Congrès 
international de l’hygiène alimentaire）を始めとして、都市改良にとどまらず学校や労
働に関する会議や展覧会にも代表団を派遣することとなった302。エリオ自身の回想録にも、
各国の各都市の視察が彼自身の見聞を広めたことが記されており、1906 年のイギリス諸都





                                                   
298 FAURE (1994), op.cit., pp.189-192. 
299 BROUARDEL, op. cit., p.168. « Alors que la désinfection n’était pas obligatoire le 
nombre de désinfections acceptées ou réclamées par la population parisienne depuis 
1889, époque à la quelle fut créé le service minicipal de désinfections d’hygiène sont de 
plus en plus facilement acceptées par le public. » 
300 BARNES, op. cit., pp.247-248. 
301 CLAUDE Viviane (1989), “Sanitary Engineering as a Path to Town Planning: The 
Singular Role of the Association Générale des Hygiénistes et Techniques Municipaux 
in France and the French-Speaking Countries, 1900-1920,” Planning Perspectives, 4, 
pp.153-166 
302 SAUNIER Pierre-Yves (1999), “Changing the city: urban international information 




















1914 年 5 月から 11 月にかけてリヨンにおいて国際都市博覧会（Exposition 












歴を確認しておきたい306。エリオは、1872 年 7 月 5 日、トロワに生まれた。1891年に高
                                                   
303 « Au passage, j’avais pu admirer les institutions municipales de l’Angleterre, la 
liberté de ses communes ; je retrenais à Lyon tout à fait convaincu des bienfaits de 
cette autonomie. J’observais que les Anglais étaient moins hardis que nous en paroles 
mais beaucoup plus avancés en fait. Pour l’hygiène urbaine, pour le logement ouvrier, 
je prenais outre-Manche les plus utiles leçons. », HERRIOT (1948), pp.213-214. 
304 COURMONT (1911). この博覧会において開催地ドイツ以外でクールモンが言及して
いるのは日本とブラジルであり、日本の展示には非常に好印象を抱いたようで、「もっとも
興味深かった」（le plus interessant）としている。 
305 SAUNIER (1999), pp.28-32. 
306 以下、略歴については、HERRIOT Édouard (1948), Jadis. Avant la première gue




































                                                                                                                                                     
 Lyon: Some Aspects of his Role as Mayer,” WARNER Charles K., ed., From the




307 JESSNER, op. cit., p.146. 
308 BENOIT Bruno, « Enquête sur l’herriotisme », BENOIT, BERNARD, op. cit., 
pp.21-31. ブノワによれば、「エリオティズム」は後の市長にも引きつがれていく。 
309 JESSNER, op. cit., pp.149-154. 
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取りかかった。代表例として 1922 年から 1933 年に建設されたエタ・ジュニ地区があり、
ここにはおよそ 7ヘクタールの面積に 7 階建て（一部 6階建て）の建物が 49棟建設され、
すべて賃貸で 1567戸、これによって約 4000人分の住居が確保された。1920年から 1939
年の間に実現した低廉住宅 4401 戸のうち、約 3 分の 1 を占めたのがこのエタ・ジュニ地
区で、他には、クロワ＝ルス、モンシャ Monchat、モンプレジール Monplaisir、ヴェー













                                                   
310 オーガニュールがコミューンの公社（Régie municipale）を作り、これが民衆的な街
区における水道供給の改善を行ったため、リヨンほど水が豊かに手に入るところはないと
エリオは豪語していた。BENOIT Bruno, « La politique sociale d’Édouard Herriot à Lyon, 
de 1905 au début des années 1930 », MAREC, op. cit., p.629. 
311 BENOIT Bruno (2007), p.625. 
312 大森, op. cit., pp.534-548. リヨンではマンジニ、エイナール、ジレの三者が「廉価住
宅株式会社」を立ちあげ、ローヌ県貯蓄金庫から出資を得て、1896年には 119棟、1000
住戸を賃貸した。この試みが 1889 年のパリ万国博覧会にて評価されていた。 
313 吉田鋼市（1993）『トニー・ガルニエ』鹿島出版会, pp.158-164. 
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初めに、「結社法」（結社契約に関する 1901 年 7 月 1 日の法律）は、結社を通常の結社
と修道会結社に分けてそれぞれに規定を設けている。結社の自由への一般的な要求の高ま
りがあったことの反面、修道会に対して立法者・政府が取締りを強化したかったことが背





つづいて「コンブ法」（1904 年 7 月 7 日法）は、無認可修道会そのものの解散命令であ
った316。1880 年に無認可修道会に対する解散命令が出された際には、修道会はいったん
解散したあと、すぐに同じ場所に同じ教員が学校を再開できたが、今回の閉鎖は厳しいも
のとなった。閉鎖は、リヨンのあるローヌ県で 246 校、全国では 10,000 校におよび、全











る／受ける自由を主張した。石原, op. cit., pp.92-96. 
315 徳永千加子（1991）「修道会規制法の発展と結社の自由：ライシテ成立をめぐる問題 
その 4」『早稲田政治公法研究』36, pp.203-216. 高村学人（2007）『アソシアシオンへ
の自由：〈共和国〉の論理』勁草書房, pp.270-273. 
316 石原, op. cit., pp.63-91, PROST, op. cit., pp.206-209.  
317 ちなみに、この時点では世俗的な看護教育はパリとリヨンでしか行われておらず、多
くの都市で看護の分野は修道会が中心であった。KNIBIEHLER Yvonne (2008), Histoire 
des infirmières en France au XXe siècle, Paris, Hachette Littératures. (Cornettes et 




















ン・ブルジョワによる 1890 年 8 月 8 日のアレテでジムナスティーク教育の新たなプログ
ラムが出され、これは 1923 年まで有効であった。ここでは、伝統的なジムナスティーク
を残しながらも、各種の遊戯、散歩、陸上競技、水泳などが導入された。この内容に準拠
して、1880 年に作成された『ジムナスティークと軍事教練のマニュアル（Manuel de 
Gymnastique et des exercices militaires）』にかわって、『ジムナスティークと学校遊戯










同じころ、第 1章第 3 節で『教育雑誌』の記事を検討したように、学校衛生という観点
からみると、学校は社会や国民の健康を守るための防波堤として位置づけられていた。ビ
                                                   
318 ボベロ, ジャン（2009）『フランスにおける脱宗教性（ライシテ）の歴史』三浦信孝・
伊達聖伸訳, 文庫クセジュ., p.122. 
319 ARANAUD, op. cit., pp.57-61. 
320 清水, op. cit., pp.184-186. 
321 SOLAL Édouard (1999), L’Enseignement de l’éducation physique et sportive à 
l’école primaire, 1789-1990 : Un parcour difficile, Paris, Éditions Revue EP.S., 





















リヨンでは、1890 年 5 月 27 日に市長ガイユトンがコミューン議会に衛生事務所設置の
法案を提出して満場一致で採択された。そして、同年 6月 10 日に所長、同じく 12 月 8日
に副所長を公募する旨が公示された。この組織は、コミューン警察の施設内（バ＝ダルジ
ャン Bât-d’Argent 通り 21番地）に居を構え、1891 年 1 月 1 日から正式に動きだした324。






い視野で意義を語っている。曰く、生命のための闘争（lutter pour la vie）は今世紀末に
おいて一致をみた偉大なる訴えである。われわれは個人および国民の生命を守る手段を探
                                                   
322 BUISSON 1911, « Hygiène ». « C’est l’enseignement scolaire qui doit répandre 
partout les notions indispensables de l’hygiène ». 
323 BARNES, op. cit., pp.191-204. 
324 ROUX, op. cit., pp.5-6. 衛生事務所は、1983 年の地方分権化法（1983 年 7 月 22 日法）
によってコミューン衛生健康課（le service communal d’hygiène et de santé）が誕生する
まで存続した。ただし、1983 年の段階でも 2 万人以上のコミューンの約半分にしか設置
されていなかった。LE GOFF Erwan (2011), « Innovations politiques locales, régulation 
de l’État et disparités territoriales : Un regard historique sur les politiques locales de 
santé dans les villes françaises (1879-2010) », Revue française des affaires sociales, 4, 
p.163 
325 DA, 1892, p.294. « Sa mission était double : il devait tout d’abord assurer le 
fonctionnement des services déjà existants et organiser ceux que réclame l’Hygiène 
















 衛生事務所の編成は 1890 年内に出された市長による複数のアレテによって整えられ、




追うことができる（下表）327。全職員数は、1908 年に 25 人、1919 年に 41 人、1928 年
に 50 人という増加を見せている。このうち、同じ役職に就く人数の変化が著しいのは学
校視察医師である。衛生事務所ができる前にリヨンでこの職を担っていたのは 8人であっ
たが、創設直後に 4 人に減った。1919 年に学校視察医師が 7 人であるのはリヨンの各区






所長（Directeur） Dr G. Roux 
副所長（Sous-directeur） Dr Vallas 
副所長（Sous-directeur） Dr Borry 
部長・会計係（chef de bureau, économe） Bertrand 
文書係（rédacteur） Thomasset 
謄本係（expéditionnaire） Coppolani 
消毒班長（chef d'équipe du service de la désinfection） Piron 
技師（mécanicien） Bailly 
出典：DA, 1892, p.293.   
                                                   
326 ROUX Gabriel (1891), La défense sanitaire des villes : Les bureaux d’hygiène, Lyon, 
Léon Delaroche, pp.4-6. 引用は p.6. 





1904 1919 1928   
所長 1 所長 1 所長 1 
副所長 2 副所長 1 副所長 1 
行政の医師 1 行政の医師 1     
    研究所長 1     
        児童局長 1 
書記・会計 1 書記・会計 1 書記・会計 1 
学校視察医師 4 学校視察医師 7 学校視察医師 14 
        ミニム校の学校視察医師 1 
        眼科医 1 
        種痘医師 1 
建築家 1 建築家 1 建築家 1 
    視察官 2 視察官 2 
謄写本係 2 謄写本係 4 謄写本係 3 
        帳簿係 1 
研究所使用人 1 助手 1 助手 1 
局の使用人 1 局の使用人 1 局の使用人 1 
管理人 1 管理人 1 管理人 1 
    衛生助手 2 衛生助手 5 
        死体公示所の管理人 1 
    郵便係長 1 郵便係長 1 
班長 1 班長 1 班長 1 
  1 機械技師 1 機械技師 1 
看護師 3 看護師 2 看護師 4 
牛乳の殺菌係 5 牛乳の殺菌係 5     
    検査官 1 検査官 1 
    食品衛生検査官 6 食品衛生検査官 4 
        看護師長（女性） 1 
  25   41   50 
出典：AML, 519 WP 022. 1919 年の合計値は史料にしたがった。 
 
 1890年 12月 26日のアレテで定められた業務内容を列挙すれば、以下のとおりである。
風土病と伝染病、予防接種研究所・無料ワクチン接種および再接種、危険・不衛生・有害
施設、不衛生住宅、消毒業務328、学校の医学的・衛生的視察、水の細菌学的研究、統計（出


































った。衛生事務所で行われたワクチン投与は 1890年に 1439件、1891年に 1922年だが、
ワクチン再投与は 329 件から 1285 件に急増した。後者の変化について、医学部および薬
学部の学生が大学に登録するためにワクチン再接種が必要となったことが理由とされてい
                                                   
329 ROUX (1891), op. cit., pp.44-46. および ROUX (1906), op. cit., p.6. 
330 DA , 1892, p.294. « Malgré les tâtonnements inséparables de tout début et qui 
même sont indispensables si l’on ne veut avancer qu’à coup sûr, la substitution du 
nouvel état de choses à l’ancien s’est opérée sans difficulté aucune, et dès les premiers 
mois de 1891, tous les services ressortissant à l’Hygiène publique étaient organisés 
régulièrement. » 
331 以下、伝染病とワクチン投与については、DA, 1892, pp.293-299. 
332 発症していなくても病気に感染している「健康な保菌者」が警戒されるのもこの頃か
らである。ダルモン, op. cit., pp.671-686. 
333 DA, 1892, p.296. « Dans les agglomérations, en effet, où tous les cas ont pu être 
connus et surveillés et où pour chaqun d’eux, la désinfection des locaux et des hardes a 
été pratiquée, comme dans les écoles par exemple, l’épidémie n’a pas tardé à s’éteindre 
















 20 世紀初頭に公衆衛生法が成立したことを受けて、1890 年に創設された衛生事務所は
早くも再編され、教育行政の側でもこうした動きへの呼応が見られた。1902 年 10 月 20
日、ショーミエ（Chaumié）公教育大臣からアカデミー管区長あてに「学校における結核
の予防に関する公教育大臣の通達」（Circulaire du ministère de l’instruction publique 
















                                                   
334 DA, 1897, p.291. 
335 MOSNY Ernest (1902), La prophylaxie de la tuberculose dans les écoles, Paris, 
Nony, p.15. « Les règles de la salubrité domestique et celles de l’hygiène individuelle 
doivent non seulement se pratiquer à l’école dans l’intérêt des maîtres et des élèves, 
mais encore se vulgariser par l’école dans l’intérêt de la société. » 
336 Ibid., pp.3-4. 
337 Ibid., p.5. « La prophylaxie de la tuberculose dans les écoles comporte un ensemble 
de mesures ayant pour but : 






























れ、これを少なくとも一片が 4 メートル以下にならないようにして 30 平方メートルにす
ることが必要とされた。建物の新築に際しては図面の提出および審査が必要とされた。さ
                                                                                                                                                     
hygiène individuelle, la force qui lui permettra de résister aux atteintes, toujours 
possibles, du bacille de la tuberculose ; 
  2o Les autres, afin d’éviter les risques de contamination, non seulement par 
l’observation rigoureuse des règles de la salubrité domestique et de l’hygiène 
individuelle, mais engcore par l’éloignement des malades atteints de lésions 
contagieuses de tuberculose. » 
338 Ibid, pp.5-12. 
339 DA , 1903, p.5. « Respecter les lois de l’hygiène, c’est faire oeuvre de solidarité, c’est 
penser au autres autant qu’à soi-même », « Pour prévenir l’extension d’une épidémie, 
pour empêcher qu’une population soit décimée par la maladie, il est bien permis 
d’infliger quelque gêne à quelques individus. » 
340 Ibid., p.7. « Cette prescription ne vise pas l’intérêt du malade; elle n’est pas faite 
pour lui assurer un traitement, mais elle est nécessaire pour empêcher, par la 
reconnaissance aussi précoce que possible d’une maladie contagieuse, la transmission 







 衛生規則のうち、衛生事務所への言及は消毒に関わる第 1部第 7条および第 8条、そし























であった（資料編・史料 1）。この措置は、1906 年 3 月 23 日付の内務大臣通達によって衛
生事務所に義務付けられた業務を実行するために取られた。その第 1 条では、「衛生事務
                                                   




343 DA, 1903, pp.23-24. « Chaque fois qu’il le jugera nécessaire, le Bureau d’hygiène 
prescrira le mode de désinfection ; dans tous ces détails, si la désinfection est faite par 
une entreprise privée, ces prescriptions seront obligatoires pour cette entreprise. 
Le Bureau d’hygiène pourra, s’il le juge à propos, faire détruire par tel procédé qu’il 
choisira, les objets de toute nature dont la désinfection lui semblerait impossible. 
Avant de réaliser cette désinfection, l’estimation de ces objets, si le possesseur ne 
consent pas par écrit à leur destruction, sera faite par un estimateur du Mont de Piété 
ou un Commissaire-priseur. » 























うち、9 歳の女子児童が発症したデュモン・デュルヴィル通り（Rue Dumont d’Urville）
の学校は、過密なうえに 3クラスのうち 2 クラスに換気がなく、またトイレの換気も悪く










                                                   
345 BMO, 1907, p.248. « Le Bureau municipal d’hygiène de Lyon constituera, 
conformément à la loi, un service municipal chargé, sous la direction et l’autorité du 
Maire, de l’application de toutes les mesures se rapportant à la protection de la santé 
publique. » 
346 コミューンが管理する保育所（crèche）については、以前から提案のあった、保育所
の視察医師のポスト増加がコミューン議会によって同年 10月 31に決定された。AML, 519 
WP 022. 
347 AML, 176 WP 033 4. « En somme, Monsieur le Maire, la situation malgré 
l’approbation en quelque sorte normale en ce qui concerne la diphtérie, est 
satisfaisente au point de vue sanitaire dans la plupart des écoles communales. » 
103 
 
医療視察制度は衛生事務所に先だって導入され、1880 年にはリヨン市内を 8 つの管区に
分け、8 人の医師がそれぞれの管区内にある学校を受けもつかたちが採られるようになっ
ていた（第 2 章第 3節）。ところが、1891年には衛生事務所の再編に伴って学校視察医師



























                                                   
348 DA, 1892, p.644. 
349 DA, 1892, p.311. « Les visites régulières ont dû être espacées davantage, mais, par 
contre, il a été, par suite de la centralisation du service, possible d’agir vite et de façon 
efficace toutes les fois qu’un trouble sérieux a été signalé dans l’état sanitaire ou 
hygiénique d’une école. De plus, grace à l’utilisation des bulletins d’avertissement 
conformes au modèle ci-joint, le Bureau d’hygiène est tenu jour par jour au courant du 
mouvement nosologique dans chaque école et l’envoi de ces bulletins, très 
régulièrement opéré par MM. les Inspecteurs et Mme les Institutrices, a déjà donné 
d’excellants résultats. » 
350 DA, 1892, p.313. « Somme toute, et malgré l’existence dans notre ville, en 1891, 
d’épidémies graves de diphtérie et de la scarlatine, l’état sanitaire général des écoles 
publiques a été satisfaisant, ainsi qu’on pourra s’en rendre compte par le rapport 



























るべきだと、同年 6 月 12 日付で書簡を市長に送っている。その後、いくつかのやりとり
を経て、市長は 10 月 6 日付の書簡で、この話題についてアカデミー視学官と相談した結
果、彼が教員たちに対して必要な通達を出す予定だと衛生事務所長に返信した。最終的に
は 12 月 16日付の衛生事務所長から市長への書簡で、以下のように業務の執行を行うこと
について承認を求めている。まず、子どもの人数の関係上、一人の歯科医がすべての学校









                                                   





1907 年についての『行政報告書』では記載がなく、その翌年では男子 146 人と女子 214
人の合計 360 人であった。月平均 30 人ほどの児童が衛生事務所に訪れた計算になる。処
置内容は、永久歯の抜歯が 65 件、乳歯のそれが 452 件、その他の処置（pansement）が
17 件、簡単な検査が 81 件であった。この他に、寄宿制であるヴェルネ野外学校での 21























                                                   
353 DA, 1909, p.253. 
354 AML, 110 WP 047. « les spécialistes ne doivent pénétrer à l’école pour diverses 
raisons ( perte de temps pour les élèves et les instituteurs, susceptibilité très aiguë des 
médecins praticiens ou des autres spécialistes etc...) », « Là, ils pourront poser des 
indications ou donner des conseils pour tous, mais ils feront bien, je crois, de limiter 
leurs interventions thérapeutiques aux seuls indigents pour eviter toutes protestation 
de la part de leurs confrères. » 
355 « L’inspection médicale dans les écoles », RP, 1892, 21, p.230. 無記名のこの著者は
おそらく編集部と思われるが、もとは別の雑誌に掲載されていた記事を引用しながらコメ
ントを付けている。« Les maladies transmissibles ne sont pas du reste les seules qui 
rendent nécessaire l’inspection médicale. Certaines maladies des yeux (myopie, 
strabisme), et les surdités plus ou moins complètes, qui peuvent atteindre jusqu’au 
quart des élèves d’une classe et dont l’origine est fréquemment un écoulement du canal 
auditif mal soigné, guériraient facilement si un conseil était donné, au moment 

































ンゴルフィエ通り 23 番の幼年学校が閉鎖され、29 日付でローヌ県知事からリヨン市長あ
                                                   
356 BUISSON 1911, « Médecin inspecteur ». « Puis il fit remarquer que, s’il y avait 
parmi les écoliers de véritables paresseux, dont il fallait secouer la torpeur, il y avait 
aussi des élèves que le maître considérait comme tels, et qui n’étaient que des malades 
ou bien des anormaux psychiques. Il demanda alors pour les myopes et les demi-sourds 
la place la mieux appropriée, et chercha à débarrasser la classe des anormaux 
psychiques qui, sans aucun profit pour eux, gênent le maître et retardent les progrès 
de leurs camarades. » 
357 リヨンには、聾唖者のための学校としてフォレスティエ校（Institution Forestier）、









































                                                   
358 以上の書簡のやりとりは、すべて AML, 110 WP 047 に収められている。 
359 AML, 110 WP 047. 


















「école de plein air」と呼ばれ、日本で紹介されると「森林学校」あるいは「林間学校」
という訳語があてられた。実際、日本で初めての「Waldschule／école de plein air」に相
当する学校は 1917 年開校の白十字会林間学校（神奈川県）である。しかしながら、日本
では、内容が季節限定の「Ferienkolonie／colonie de vacances」を表す語として「林間学
校」が定着することとなった363。対して、「Waldschule／école de plein air」は、戦後よ
り「健康学園」と呼ばれ現在にいたっている364。本稿では、「Ferienkolonie／colonie de 
vacances」を「林間学校」、「Waldschule／école de plein air」を「野外学校」と訳して用
いることとする。 
                                                   
361 « Instruction pour la formation et le fonctionnement des colonies de vacances », RP, 
1887, 11, p.44. « Les Colonies de Vacances sont un institution d’hygiène préventative 
au profit des enfants débiles des écoles primaires, des plus pauvres entre les plus 
débiles, des plus méritants entre les plus pauvres. » 以下、この記事は « Instruction »
と記す。この史料については後述する。定義や目的については、SARCEY, op. cit., 
pp.193-198においても、ほぼ同様である。 
362 « Instruction », p.44. « Leur objets est une cure d’air aidée par l’exercice naturel en 




を参照。なお、1923 年に日本領事からリヨン市事務総長セルランに宛てた 12月 15日付













められた（1887 年 1 月 18 日規則）。1905 年 7 月 14 日のアレテでは、初等学校における
















一段階は草創期である 1870年代から 1906 年までで、この段階では以下にも見るように個
別の活動が各地で散発的に行われていたとされる。それが、第二段階にあたる 1906 年か
ら 1936年にかけて、各活動団体同士のネットワークが築かれるにいたる。この 1906 年と













                                                   
365 BUISSON 1911, « Vacances et congés ».  
366 DOWNS Laura Lee (2002), Childhood in the Promised Land: Working-class 
Movements and the Colonies de vacances in France, 1880-1960, Durham, Duke 
University Press, pp.36-37.  
367 REY-HERME P.-A. (1961), Les Colonies de vacances en France 1906-1936, 
L’organisation des initiatives, Paris, Fleurus, pp.9-10. 





 教育の現場では「colonies de vacances」と名付けられた林間学校活動以前にも、似通っ




























                                                   
369 その他の慈善団体の活動は第一次大戦までは国家の制度と結びつくことはなかった。
RAUCH, op. cit., p.70. 
370 DOWNS, op. cit., pp.16-18. 
371 DURIÈRE Ch. (1883), « Les caravanes scolaire », RP, 2, pp.389-399. 
372 Ibid., p.391.  « C’est alors que nous avons songé à utiliser ce mouvement, (...), à 
répandre, à communiquer le goût des voyages, des voyages à pied, de ces excursions en 
montagne qui sont pour la jeunesse la plus salutaire et la plus agréable école de 
gymnastique. » 
373 Ibid., p.397. « Ainsi un exercice hygiénique, une récréation de l’esprit, la 

















講演した内容がその 2 本目の記事の主たる内容となっている375。5 月 26 日に教育博物館
で会合がおこなわれた結果、林間学校を宣伝・奨励する委員会として同組織内に「林間学













  林間学校の発展の規模についても確認しておきたい。コティネが活動を始めた 1883 年
時点の参加児童数は 18 人だったが、84 年には 100 人、86 年には 120 人となる378。委員
会がつくられる以前であるから、これらの数字はパリ 9区だけの数字であろう。コティネ
                                                   
374 SARCEY op. cit, pp.193-195. または DOWNS, op. cit., p.19. ちなみに、記事によれ
ば著者サルセイはコティネの友人であった。 
375 記事は、« Les colonies de vacances à Paris », RP, 1887, 10, pp.513-516. 編集部のコ
メントは p.513. « un certain nombre de personnes désireuses de donner suite au projet 
d’extansion de l’œuvre si heureusement commencée à Paris par M. Cottinet se sont 
réunis pour prendre l’initiative d’une souscription en faveur de cette utile 
institution. » 
376 Ibid., p.516. « On remarque dans la liste des signataires une très grande variété de 
composition : » 
377 DOWNS, op. cit., pp.18-19. くわしい金額などについては言及がない。 




年には全 20 区のうち 13 区、90 年には 19 区で林間学校が実施されるようになった379。人
数としては 1895 年にパリ全体で 3287 人の公立初等学校の男女児童が参加し、1902 年に
は 5329 人へと増加した。1902 年の場合、全体数は 14 万 4287 人であるから、参加者の
割合としては 3.6 パーセントほどになる計算である380。そして、1906 年には第 1 回林間
学校全国会議が開催される運びとなった。以後、この会議はサン＝カンタン、トゥルーズ、
パリと続いていく。フランス全体では、1901 年に林間学校参加者が 8216 人だったのが、


























                                                   
379 Ibid., p.19. 
380 これらの数字は RAUCH, op. cit., p.68 を参照 
381 BUISSON 1911, « Vacances ( colonies de) ». 
382 DOWNS, op. cit., pp.12-13. 
383 « Instruction », pp.44-59.  
384 Ibid., p.44. « Ce Comité a reconnu d’urgent besion d’une Instruction générale (...) Il 
en a confié la rédaction à M. Cottinet, que désignait une expérience déjà longue, et c’est 































                                                   
385 Ibid., p.44. 
386 Ibid., p.50. « on mange comme les paysans, fort peu de viande, beaucoup de 
pommes de terre. » 
387 SARCEY, op. cit., p.196. « un mois de bon air, de courses et de jeux, de nourriture 
saine et forte ; un mois loin de l’infect ruisseau de leur rue, en pleine montagne ou en 
pleine forêt. » 
388 « Instruction », pp.47-48. « Parce que les hygiénistes sont unanimes à reconnaître 
qu’une notable altitude est singulièrement favorable à la cure d’air des anémiques, des 
enfants prédisposés à la phitisie », « Pourvu qu’une colonie se place au delà du souffle 
sontaminé de Paris, à peu près au delà du soixantième kilomètre, nous ne la jugerons 
pas mal placé. » 
389 Ibid., p.50. « Rien de plus séduisant, rien de plus suspect. » 
390 とはいえ、19世紀後半、海での水浴は医師の処方に基づいておこなわれていた。娯楽
































                                                   
391 « Instruction », pp.51-52. « Munis de nos renseignements et de nos 
recommandations, il sera cordialement accueilli par les préfets, les recteur et les 
inspecteurs d’académie », « Les écoles normales d’installation récente, notamment, 
l’émerveiileront de leur perfection hygiénique, de leur hauts plafonds de leur exquise 
propreté, de leurs enviables appareils hydrothérapiques. », « Mais avec quelle 
attention le délégué devra-t-il étudier la salubrité de la maison, », « Ayant de traiter, 
nous lui conseillerons de demander xu chef d’institution le mune des repas d’une 
semaine, » 
392 クセルゴン, op. cit., pp.110-117. たとえば、水道、湯沸かし器、洗面所、足湯、また
は浴室など。これらは中等学校の衛生設備としてあげられたものである。 
393 DOWNS, op. cit., p.45. 
394 « Instruction », p.57. « Se préocupper tout de suite du nécessaire pour les lavages 
du corps, de l’approcisionnement d’eau, des baquets ou terrines disponibles en sus des 
cuvettes. » 






































ものではなかったとしている。DOWNS, op. cit., p.9. 
397 « Instruction », p.57. « La colonie est une famille. » 
398 DOWNS, op. cit., pp.26-35. 
399 « Instruction », pp.56-57. « On veillera assidûment à ce qu’ils n’en abusent pas, on 
ràglera les moments et la quantité de la consommation. Sans quoi les embrras 
gastriques, souvent tenaces, serainet à craindre. », « grave ennnuis. Ce moments exige 
une surveillance minutieuse dont les heureux effets compenseront largement la peine.» 




































                                                   
401 SARCEY op. cit., pp.197-198. « la poitrine s’était élargie, les joues s’étaient 
remplies, les muscles fortifiés ; le poid avait augmenté chez tous, bien que les marches 
constantes eussent dû faire tomber la graisse encombrante, », « l’horizon de leurs 
pensées était borné à cet etroit espace. », « A plus forte raisons ne savaient-ils rien de la 
campagne. » 
402 Ibid., p.198. « Ils étaient ( cela est à la lettre ) ivres de grand air et de sensations 
inconnues. » 
403 DOWNS, op. cit., pp.47-51.  

























第 4 回林間学校全国会議参加団体数 
  パリ その他の地方 合計 
コミューン 20 95 115 
民間 245 345 590 
合計 265 440 705 
出典：Congrès national des colonies de 








                                                   
405 Ibid., p.47. 
406 Congrès national des colonies de vacances (30 septembre, 1er et 2 octobre 1910), 
p.8. 









































                                                   
408 DOWNS, op. cit., p.37. 
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を確認しておきたい。資料編・表 5 によればリヨンでは少なくとも 8 つの事業があった。




の児童が合計で 3万 5000人ほどとすれば、その約 8パーセントほどの割合を占めていた。
活動期間は 40日ほどが一般的で、セルヴランの 21日（3週間）は他の団体に比べて短い。
前者の場合、同じ場所で 3 回に分けて子どもを預かるシステムとしているため、1 回の受












を 5 万 5000 フランと見て提出し、これに対して衛生事務所が衛生的な観点から要求を出
したため、最終的には 6 万 1000フランの費用が計上された。フィッシュは、向こう 50 年
間、1 年あたり 400 フランの貸し賃で、イゼール県パルミリュのサン＝セルヴラン




る411。第一団はすべて女子で 100 人、7 月 6 日から 27 日まで滞在し、このうち 2 人が規
律を守らなかったため親元に送りかえされた。第二団もまた女子のみ 100 人の参加で、8
月 3 日から 25 日まで、雨の多い天気が続いたにもかかわらず体重の増加が見られ健康に
過ごすことができた。第三団は男子 98 名で、8 月 26 日から 9 月 17 日の日程であった。
以上のように概要が述べられたあと、それぞれの団体における体重、身長、胸囲の伸びが
示されたうえで、それらの数字の 1895 年と 1896 年の比較や、パリにおけるコティネの活
                                                   
409 1913 年にはリヨン市がフィッシュから一部の土地を 6000 フランで買いあげると同時
にフィッシュから 6000 フランを贈与するという形で、土地を事実上無償で市が取得する
こととなった。BMO, 1913, p.203. 
410 BMO, 1897, pp.187-188. この時のタイトルは「Colonies de vacances」であったが、
1898 年 2 月 18 日の記事（BMO, 1898, p.172）以降は「Colonies scolaires」へと変化し
ている。 
411 VUILLERMOZ M. (1897), « Les colonies scolaires de vacances à Lyon », Annales 







 その後、設備の拡張などもあって参加人数は増え、1909 年には各回 150 人となった。
史料が比較的多く残るこの年について、林間学校の責任者となったヴァラ（Valat）の報告
から考察したい412。第一団は 7 月 7 日の出発となったが、この時に学校視察医師が訪れて
児童たちの健康状態をチェックしている。このうち、47人の女子は非常に清潔であるとさ
れたが、11人はたいへん不潔であったので、到着時に髪を切ることを条件に参加が認めら
れた。第一団は麻疹が 3 件（児童 2 名、用務員の女性 1名）発生したので、すぐに隔離が
行われ、セルヴランで治療を受けた。彼女らは、他の参加者が 29 日に帰路についたのと
は別に、その翌日に自動車での帰り道をとった。第二団の出発時も医師が立ちあい、この

























                                                   
412 以下 1909年の事例については断りがないかぎり AML, 1814 WP 087を参照。 










    
  牛乳 ジャガイモ パン 肉 ワイン 
第 1 団 1157 リットル 701 キログラム 1607 キログラム 750 キログラム 
2600 リットル 第 2 団 1117 リットル 630 キログラム 1365 キログラム 726 キログラム 
第 3 団 1183 リットル 850 キログラム 1807 キログラム 760 キログラム 
 
このなかで奇異に感じられるのはワインであろう。2600 リットルという数字はすべての
合計であろうから、子ども 1 人の 1日当たりの消費に直すとおよそ 200ミリリットルから























                                                   
414 スールニア, ジャン＝シャルル（1996）『アルコール中毒の歴史』本多文彦監訳・星
野徹・江島宏隆訳, 法政大学出版局, pp.122-162. 





  第 1 団 第 2 団 第 3 団 
1 回 5 7 13 
2 回 5 4 7 
3 回 4 5 4 
4 回 2 2 3 
5 回 1 2 3 
6 回以上 2 4 6 
 



























                                                   
416 この書簡は、AML, 112 WP 007 に収められている。 
417 DOWNS, op. cit., pp.46-47. 




6 時 起床 
6 時～6 時半 身支度 
6 時半～7 時 朝食① 
7 時～8 時半 小散歩 
8 時半～9 時 朝食② 
9 時～10 時 公園でのレクリエーション 
10 時～11 時 歌の練習 
11 時～正午 公園でのレクリエーション 
正午 昼食 
1 時～2 時 公園でのレクリエーション 
2 時～3 時 読書、手工 
3 時～4 時 公園でのレクリエーション 
4 時 夕食 
4 時半～7 時 大散歩 
7 時半～8 時 公園でのレクリエーション 





419。リストは学校ごとに分けられて列挙されており、年齢はすべて 9 歳から 12 歳である
ことが確認できる。家長の給与はほとんどが 1 日当たりで記されており、この場合は 1.5
フランから 5 フラン程度、月あたりの記載はさほど多くないものの多くて 200フラン程度
である。年収の記載はさらに少ないが、1800 フラン程度がおよそ上限である。年収による
記載で、かつ収入の多い家庭には特記事項に「PLM の職員」という記述が目立つ。これ










                                                   




















第 2 区 援助をほとんど必要としない家庭 
月の収入が 900 フラン 
上に同じ 
月の収入が 200 フラン（一子のみ） 
イタリア人。一子のみ 
〔判読不明〕 
月の収入が 500 フラン（一子のみ） 
転居済み 
退職警官（900 フラン）病院職員 
第 3 区 転居先不明 
この住所に存在せず 
月 180 フラン。一子のみ 
月 250 フラン。帰化をしていないドイツ人 
〔2 人姉妹のうち〕参加は 1 人のみ 
〔納税額 900 フランか〕 






月 200 フラン。7 人の子ども、うち 5 人は低年齢 
撤回。ヴェルネへ受けいれ 
食料品店。4 人の子ども、うち 1 人のみ低年齢 
125 
 
地主。2 人の子ども、うち 1 人は就業 
この住所に存在せず 
第 4 区 子どもは田舎に在住 
第 5 区 年 2200 フラン 
地主。すでに田舎に在住 












制度としては第二帝政下の 1867 年に作られたことに端を発している（1867 年 4 月 10 日
法）。第三共和政下では、就学義務化に伴って通学を保証するためにすべてのコミューンに
















                                                   
421 BUISSON 1911, « Caisses des écoles ». « Les caisses des écoles sont destinées à 
encourager et à faciliter la fréquentation des écoles par des récompenses accordées aux 
élèves assidus et par des secours donnés aux élèves indigents. » 
422 Ibid. 
423 学校金庫の設立にいたる経緯および規約は、BMO, 1897, pp.169-171. 
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けとる場合である。200 フラン以上を支払った出資者と年間 20 フランを支払う加入者に
より学校基金協会（La Société de la Caisse des écoles）が結成されるが、執行部は各区の
学務委員会から 2人ずつの 12 人、県議会より 4 年任期で選ばれた 10名の委員から成る委
員会であり、市長もしくは公教育省を代表する委員（Adjoint délégué à l’Instruction 
publique）によって主催された。なお、これらすべての役職は原則として無報酬であった。















                                                   
424 Ibid., p.171. « Elle[Une Caisse des écoles] a pour but de faciliter la fréquentation 
des écoles primaires publiques par des récompenses sous forme de livres utiles et de 
livrets de Caisse d’épargne, aux élèves les plus appliqués, et par des secours aux élèves 
indigents et peu aisés, en leur distribuant des vêtements et des chaussures, et pendant 





AN, F/17/12243（1901 年 10 月 25日付の書簡）。学校金庫に限らないが、1900年時点で
リヨンの民間団体が扶助に使う額はコミューン当局のおよそ 10倍であったとの試算もあ








が 8762 フラン 99 サンチーム、支出が 8492 フラン 85 サンチーム、したがって 270 フラ










会計年度 1906-1907 年 
1907 年 7 月 31 日付決算の財務状況 
収入 支出 
分担金（Cotisation） 3496.00 印刷物と運営費用 515.25 
寄付・募金（Dons, quêtes et collectes） 1732.60 掲示物 93.00 
物質的援助 (見なし換算) 486.00 分配者（distributeur）の給与 90.00 
メトロポール・サーカスの祭典での収入 
(1907 年 1 月 11 日) 
1737.75 
1906 年と 1907 年のための現金化の支払い
（Honoraires d'encaissements） 
534.80 
積立金の配当と利息 1310.64 カタログの作成 314.00 
収入合計 8762.99 林間学校への援助 286.35 
差し引くべき右の支出 8492.35 学校共済組合への分担金と補助金 325.00 
収入超過分 270.14 木靴（petits sabots）購入費  68.00 
1906 年 8 月 1 日の財産 46794.16 靴の購入費 2464.50 
1907 年 7 月 31 日付の社会財産合計 47064.30 エプロン、靴下、ニットの衣類購入費 2901.90 
    長ズボン購入費 413.85 
 
  物質的援助の使用 (見なし換算) 486.00 
 
  支出合計 8492.85 
                                                                                                                                                     
De l’evergétisme aux oeuvres républicaines d’une grande municipalité : Lyon sous la 
Troisième République », Jacque-Guy PETIT et Yannick MAREC, dir., Le social dans la 
ville en France et en Europe (1750-1914), Paris, Éditions de l’Atelier / Éditions 
Ouvrières, p.237. 
426 梅澤, op. cit., pp.353-362. 








































 世界初の野外学校は 1904 年のベルリン近郊に位置するシャルロッテンブルクで誕生し
た。ヘルマン・ノイファートの旗振りのもと、マツの植わった広大な土地に置かれた
                                                   
428 AML, 96 WP 002. 



























あろうが、学校援助事業（les oeuvres d’assitance scolaire）は議論の余地のないほど有益





                                                   
430 CHÂTELET Anne-Marie, LUC Jean-Nöel (2007), « L’école de plein air en France au 
XIXe siècle : politique municipal et prévention de la tuberculose », Yannick MAREC, 
dir., Ville en crise? : Les politiques municipales face au pathologies urbains (fin XVIIIe - 
fin XXe siècle), 2éd, Paris, Creaphis, pp.305-314. 
431 以下、エリオの言説は BMO, 1907, pp.181-182. 
432 « Les grands centres sont particulièrement défavorables à la santé de l’enfant, en 
raison surtout des conditions hygéniques forcément défecteuses et des risques 
continuels de contamination qui résultent de la nécessité de l’aggromeration populaire. 
L’enfant, appartenant aux classes peu fortunées, s’y trouve de façon presque 
permanente dans les conditions les plus propices à l’envahissement d’affections 
diverses auquelles son organisme débile, souvent entâché de tares héréditaires, mal 
entretenu par une nourriture insuffisante ou de mauvaise qualité, présente un terrain 
























完全な寄宿制とされたのは、上記の主張に沿ったことによるもので、月に 1回か 2 回の両
親の訪問が認められた。ここに参加する児童は衛生事務所によって選ばれたが、伝染病の
感染者は厳禁とされた。セルヴラン林間学校の受けいれが女子 300 人に対して男子 150 人
と男子の方が少ないため、初年は男子のみについて実施するとされた。だが、ベッドの設
置可能数からひとまず 40人を定員とし、当面 35 人が対象となった。子ども 1 人当たり 1
日にかかる費用を 1 フラン 50 サンチームとしたうえで、初期建設費をふくめて約 1 万フ
ランと予算が見積もられたが、この分は当該年度の予算のうち初等教育の児童に当てられ
                                                   
433 « Un moyen efficace de donner à la santé d’un enfant chétif, délicat, des garanties 
pour l’avenir, de mettre cet enfant de façon durable à l’abri des contagions nombreuses 
auxquelles il est sans cesse exposé, à l’abri des prédispositions graves héréditaires ou 
personnelles qui pèsent sur lui, consiste à le soustraire aux conditions défectueuses du 
milieu dans lequel il s’étiole, à le faire vivre pendant une période suffisante à la 
lumière et au grand air. » 
434 VILLARET Sylvain, SAINT-MARTIN Jean-Philippe (2004), « Écoles de plein air et 
naturisme : une innovation en milieu scolaire (1887-1935) », Movement & Sport 
Sciences, 51, pp.15-16. 
435 « L’idéal de l’école en plein air est évidemment le second mode qui consiste à laisser 
de façon permanante pendant un temps appréciable, l’enfant chétif dans le milieu 
nouveau dont il doit retirer tant de bénéfices, à le faire manger, jouer, travailler, 
dormir dans l’atmosphère vivifiante de la campagne, en plein air pur pendant des mois 
entiers, toutes une saison, par exemple. » 
436 公報の言説では示されないが、もともと野外学校に利用されたヴェルネの土地は市長
の夏期の居住地であった。HERRIOT (1948), op. cit., p.178. 
131 
 










 リヨン市長の提案は 5 月には「野外学校（école de plein air）」として公教育省から正式























状態にある子どもたちは 9 歳から 13 歳までと限定されており、セルヴラン林間学校と同
じ年齢にあった。いずれも親元を離れた集団生活を送るものであり、それなりに自分の身
のまわりのことを自分で済ませられることが求められた。ヴェルネ野外学校の教員は 2 人
                                                   
437 BMO, 1907, p.306. 
438 Ibid., p.339. 




















7時 15分 洗面とトイレ 
7時 45分 食事① 
8時から 9時 園芸 
9時から 10時 屋外で授業 
10時 食事② 
10時半から 11時 屋外で授業 
11時から正午 レクリエーション 
正午から 1時 食事③ 
1時 15分から 2時 昼寝 




5時から 6時 屋外で授業 


































































                                                   
440 DA, 1909, p.283. « A l’extrême début de l’infection tuberculeuse, la guérison de 
l’enfant ne nécessite nullement un séjour au sanatorium ou à l’hôpital, mais elle exige, 
d’autre part, des soins au grand air, plus prolongés et plus minutieux que ceux qui 
peuvent être donnés dans les colonies de vacances. » 
441 エリオによる提案は、BMO, 1907, p.436. 
134 
 
さらに、これは学校ではないが、6 カ月から 24 カ月までの母親から授乳の受けられない乳

































                                                   
442 PETIT Édouard (1909), « Les Écoles de plein air », RP, 54, pp.147-156. 
443 Ibid., p.151. « L’école de plein air s’impose, et de façon pressante, pour ces 
innocentes victimes de l’hérédité, du surmenage ancestral, de la claustration urbain et 
scolaire. 
444 CHÂTELET Anne-Marie (2003), « Le mouvement international des écoles de plein 
air », CHÂTELET Anne-Marie et al., dir., L’école de plein air : Un expérience 






















































































第 4 章 第三期（両大戦間期）―――「日常のケア」 
 
 




















ター（Centre de nourrisage）、母親の家（Maisons des mères）などが新設された。乳幼
児死亡を防ぐための衛生措置を重視して、コミューンによる保育所建設は 1890 年代から
はじまっており448、その点はリヨンも例外ではなかった。なお、妊婦や新生児に対する扶
助は戦前から法制化されていたが（それぞれ 1913 年 6 月 17 日法と同年 7 月 30 日法）、
リヨンではそれとは別に 1910 年以来、貧しい妊娠 5 か月以上の妊婦に対して 3 食を無料
で提供しており、その数は 1910 年から 1925 年のあいだに 47 万 1139 食に上った449。エ
リオも後に回想でこの事業について語っている。それによれば、アンリ・クレという女性
が、パリの貧しい地区で 10 フランの資本金をもとに食堂を開いており、それにヒントを
得て「授乳する母親のための食堂（les Restaurants lyonnais pour mères nourrices）」と
                                                   
445 PROST, (1968), op. cit., pp.257-258. 未就学の解消の要因については諸説あるが、
1930 年代には改善されたことは確かであろう。上垣豊, op. cit., pp.159-162. 
446 MAYEUR, op. cit., pp.674-680. 
447 ROLLET-VEY Catherine (2001), « La santé et la protection de l’enfant vues à 



























299 人、皮膚科 65 人、整形外科 111 人、整形体操科 90人、神経科 78人、眼科 539人で
あった。なお、1938 年には、結核診療 910 人、耳鼻咽喉科 538 人、歯科 2225 人、皮膚







                                                   
450 HERRIOT (1948), op. cit., p.188. « La mère, qu’elle soit, d’où qu’elle vienne, entre ; 
une fois entrée, elle est chez elle. » 
451 BENOIT, op. cit., pp.629-630. 
452 DA, 1939, pp.17-19. 
子ども 86 子ども 187 子ども 185
職員 15 職員 26 職員 40
子ども 39 子ども 70
































































 補助金については、1920年に設立された衛生扶助社会福祉省（Ministère de l’Hygiène, 
de l’Assistance et de la Prévoyance sociales）も学校医療視察に関連する業務に対して出
しており、その内訳が 1925年発行の『行政報告書』にある。総額は 3 万 9800フランで、
内訳は、学校無料診療所の医師や相談員への謝礼として 7000 フラン、学校無料診療所の
肺病の診察に選ばれた子どもにかかった、シャトー＝デ＝アル野外学校運営のための学校
基金への支払いとして 1 万 4211 フラン、学校無料診療所のための物品の購入や、学校無
料診療所に通う虚弱な子どもへのメガネやさまざまな器具の供給として 1万 1589フラン、
フランス＝アメリカ財団への補助金として 5000 フラン、ジムナスティーク女性団体への




                                                   
453 AML, 519 WP 022. 






















第 2 節 学校看護師 
 
１．第一次世界大戦中の伝染病と看護師 
 第一次世界大戦中から 1920 年の『行政報告書』は存在しないが、出版が再開された 1921
年の衛生に関する章では、戦時中にはさまざまな条件にもかかわらず、概してリヨンの衛
生状態は好ましく保たれたと評価されている456。とはいえ、いくつかの伝染病の流行があ
ったこともまた記されている。たとえば、1917 年（1917 年 11 月 30 日から 1918 年 2 月





1918 年 2 月末に完全に消滅した。次に、大戦中に各国を襲ったインフルエンザについて
は、流行の初期段階から、衛生事務所は張り紙や新聞を介して守るべき予防手段を公衆に
知らしめたほか、商工業施設や人々が集まるすべての場所（教会、市役所、郵便局など）
を毎日消毒するための特別業務を緊急に編成した。それでも、1918年 9月 15日から 1919
年 2 月 15 日のあいだ、スペイン風邪と呼ばれたこの病でリヨンでは 1959 人の死亡が記録
された。こうして、衛生事務所は伝染病の防遏に奔走したこと、それが一定の成果を上げ
                                                   
455 AML, 519 WP 022. 1924年 3 月 29日付、衛生事務所長からリヨン市長への書簡。お
よび、DA, 1925, p.32. 
























1922 年 6 月 27 日のデクレによって創設され、衛生・扶助・社会福祉省（le minisitère de 
l’hygiène, de l’assistance et de la prévoyance sociale）によって各種の看護職に対して資
格が交付されることとなった458。なお、この時に固有の資格が作られた訪問看護師











                                                   
457 佐藤典子（2003）「看護職権限と宗教的伝統：フランスにおける学校看護婦の自立性
とその社会的承認」『昭和薬科大学紀要』37, pp.38-48. 
458 DUBOIS FRESNEY Catherine, PERRIN Georgette (1996), Le métier d’infirmière 
en France, Paris, Presses Universitaires Françaises, pp.14-30. 〔C. D. フレズネ, G. ペ
















三つの団体（la Société de secours aux bléssés militaires, l’Association des dames de 
France, l’Union des femmes de France）が相互に独立して存在した。赤十字による初の


















                                                   
459 SCHULTHEISS Katrin (2001), Bodies and Souls: Politics and the 
Professionalization of Nursing in France, 1880-1922, Cambridge, London, Harvard 
University Press, pp.28-29. KNIBIEHLER (2008), p.12. 
460 SCHULTHEISS, op. cit., pp.51-84, pp.179-181. 
461 KNIBIEHLER, op. cit., pp.61-67. 
462 フォスディック, レイモンド B. （1956）『ロックフェラー財団：その歴史と業績』井
本威夫, 大沢三千三訳, 法政大学出版局, pp.37-47, 80-83. 



















持ったのである。このネットワークを背景として、地元実業家らによる拠出金が 1919 年 2
月 11 日には 82 万フラン集まり、市民病院やコミューンからの補助金も得て、同月 28 日
にリヨン商工会議所において「リヨン児童のためのフランス＝アメリカ財団（Fondation 















                                                   
464 SAUNIER Pierre-Yves, TOURNÈS Ludovic (2009), “Philanthropies Croisées: A 
Joint Venture in Public Health at Lyon (1917 - 1940),” French History, 23-2, 
pp.219-223. 
465 TOURNÈS Ludovic (2007), « La fondation Rockefeller et la naissance de 
l’universarisme philanthropique américain », Critique internationale, 35, pp.183-187. 
466 SAUNIER Pierre-Yves, TOURNÈS Ludovic (2010), « Rockefeller, Gillet, Lépine and 

































 リヨンでは 1918 年から学校看護師が採用されたことが史料上確認できる469。1918 年
11 月 30 日付の衛生事務所長から市長あての書簡において、8 人の看護師のリストが添付
され送られているのである。いずれも女性で、経歴はさまざまである。ニースと場所の特
定ができなかった「アウール」を除けば、勤務地が分かる者はいずれもリヨンの施設で働
いていること、それから軍の看護師（Infirmière militaire）が 3 人となっている。 
 
                                                                                                                                                     
L’Argent de l’influence : Les fondations américaines et leurs réseaux européens, Paris, 
Éditions Autrement, pp.70-75. 
467 BUISSON 1911, « Infirmière d’école primaire ». 
468 KNIBIEHLER, op. cit., p.190. 




Mad. LACROIX 免許を持たない軍の看護師 
Mad. FARAT アウール（Haour）の軍病院で 3 年勤務する免許保持の看護師 
Mad. COMBAZ アンティカイユ（Antiquaille）病院で 9 年間勤務する看護師 
Mad. DUFIEUX LAURENT 免許保持の軍の看護師 
Mad. GRANGE 3 年間勤務の軍の看護師 
Mad. FRANCE ニースの個人宅の看護師 
Mad. DUFENEY ブロン（Bron）の保護施設で 1 年勤務の看護師 
Mad. DHAYER 
オテル＝デュ―（Hôtel-Dieu）病院で 6 カ月、クロワ＝ルッス
（Croix-Rousse）病院で 7 カ月勤務、個人宅で勤務の看護師 
 




















                                                   
470 以下、1919 年の学校看護師規則については、BMO, 1919, p.384. 
471 « L’infirmière scolaire a pour attributions : de veiller sur la propreté et l’entretien 
des locaux scolaires ― sur l’état sanitaire de l’école en général et des élèves en 
particulier. 
Elle est subordonnée, dans l’exercice de ses fonctions, au Médecin Inspecteur des 
Ecoles de sa circonscription. », « Elle doit s’attacher à mériter la confiance des familles 
par sa dignité, sa compétence et son dévouement. » 
472 « En cas d’absence non justifiée d’un enfant, pu sur la demande de M. le Directeur 
de l’école, l’infirmière se rend dans la famille et s’enquiert des causes de l’absence. S’il 
s’agit d’un rnfant malade, elle peut l’assister par de menus soins et donner quelques 




 それから数年後の 1925年、6 月 11日付の衛生事務所長からリヨン市長への書簡で、学
校看護師の業務に関する報告がなされている473。ここで衛生事務所長は、学校看護師によ
って学校施設の手入れや衛生状態が改善されたことを強調している。学校内での業務とし


































                                                   












校看護師 22 人、フランス＝アメリカ財団のボランティア看護師 5 人、シャリテ看護学校




すべての学校に学校看護師が付いていることが、同年 10 月 30 日に衛生事務所長から市長
にあてた書簡に添付されたリストから明らかである476。とはいえ、1 校につき 1 人の看護
師という状態にはとてもおよばず、1 人で 1 校の場合もあれば（おそらく合同学校施設と
思われる）、1 人で 5 校を担当する場合もあり、全 103校のうち 101 校に 45人が、残り 2
校に看護学校が勤務するかたちを取った。 
 これら看護師が持つ資格についてまとめて記した史料は 1937年 1月 11日付の市庁舎第
4部作成の文書に残されている477。それによれば、その時点でリヨンの学校看護師には 22
人の正規看護師（infirmière titulaire）と 12人の嘱託看護師（infirmière auxiliaire）が
存在した。この区別は、コミューン当局が常勤として雇用している看護師と、他団体から
出向して協力している看護師の違いであろう。前者が等級に分けられた年給で給与が支払
われた（最大 1 万 3151 フラン、最小 1 万 1495 フラン）のに対し、後者は 1 日当たりの












                                                   
475 DA, 1925, pp.26-27. 
476 AML, 519 WP 001. 
477 AML, 112 WP 008. 第 4部は教育関係の部署である。 




学校看護師の所有資格（34 人：1937 年） 
  
資格 人数 備考 
リヨン市民病院 （H. C.） 13 うち、1 人が国家資格〔D. E.と記載〕保持 
Union des Femmes de France (U.F.F.) 9 




グルノーブル市民病院 3 H. C. Grenoble 
リヨン看護学校 2 Ecole Lyon 
S. B. M 1 
La Société de Secours aux Blessés Militaires 
(S.S.B.M.) であろう。赤十字社の一つ。 
パリ公的扶助局 1 
A P Paris とあるが、Assistance Publique Paris
であろう 






















第 3 節 林間学校・野外学校の定着 
 
 第一次世界大戦を経て、林間学校と野外学校はいずれも拡大の一途をたどった。林間学
校の最盛期は 130 万人を超える参加者を集めた 1960 年代初めであるが、両大戦間期もそ
149 
 











d’entrainement aux méthodes actives：CEMEA）が設立された。ここでの研修において、
スカウト運動と新教育が採用され、林間学校活動の運営にも影響を及ぼすようになる。
1950年代半ばまでにここで養成されたモニタ （ーMoniteur）とよばれる指導者は 1万 6500
人に上った。また、この機関の設立以前から多くの林間学校団体は国家から補助金を受け
とっており、1937年以降は法的な規制を受けるようにもなった480。 














期が 1930 年から 1935 年であった482。およそこの時期の学校数としては、1931年に全国
で 300校を数えるにいたった483。 
                                                   
479 DOWNS, op. cit., pp.98-99, 186, 195-202.  
480 Ibid., pp.225-235. 上垣, op. cit., pp.350-353. 
481 エベールのメトード・ナチュレルについては、清水, op. cit., pp.244-256 を参照。 
482 ナチュリスムの影響については、VILLARET, SAINT-MARTIN, op. cit.を参照。また、
エベールの他にも、ケルシェンシュタイナー、フレネ、モンテッソーリなどの教育方法も
野外学校の推進者たちにとっての参照軸となった。 
483 CHÂTELET Anne-Marie, LUC Jean-Nöel (2007), « L’école de plein air en France au 























外学校では月に 140 フランの寄宿料を取っていたのであるが、それがすなわち 1 年間で
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1929, p.278. 
486 DA, 1924, p.159. 
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野外学校は「コミューン立ヴェルネ＝オンブロザ女子寄宿学校（Internat municipal de 



















ところで、第 1章第 3 節では第三期における『教育雑誌』の言説を分析した際、ムイッ
セやカティエといった寄稿者たちは林間学校が特定の社会層に限定されるべきではなく、
すべての子どもたちがその利益を享受できるようあるべきだとの議論があったことを述べ
                                                   
490 AML, 933 WP 048. 1929年 12月 20日付、フィッシュからリヨン市長宛ての書簡。1938
年の時点でも寄宿生は 117から 130 人であった。DA, 1939, p.130. 
491 DA, 1927, p.185. 
492 DA, 1923, p.152. 








































                                                   
494 AML, 933 WP 048. « Dix mille petits lyonnais ont ainsi depuis 1893 séjourné au 
Serverin ; les enfants du début sont les parents de nos petits pensionnaires actuels et 




































































































































ADR (Archives départementales du Rhône) 
AML (Archives municipales de Lyon) 
AN (Archives nationals) 
BMO (Bulletin municipal officiel de la Ville de Lyon) 
BUISSON 1911 (BUISSON Ferdinand, dir. 1911, Nouveau dictionnaire de pédagogie 
et d'instruction primaire, Paris, Hachette.  
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DA (Ville de Lyon, Documents administratifs et statistiques relatifs au projet de 
budget, 1881-1913.および Ville de Lyon, Documents administratifs, 1921-1940.) 
DUVERGIER (DUVERGIER Jean-Baptiste, Collection compléte des lois, décrets, 
ordonnances, réglements, et avis du conseil d’État, Bad Feilnbach, Schmidt 
Periodicals.) 
RP (Revue pédagogique , 1878-1882. および Revue pédagogique, N. S., 1882-1926. お
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医療視察 看護師 その他 林間学校 野外学校 軍事教育 ジムナスティーク 遊戯 散歩 スポーツ その他
1 88 3 1
2 58 3 2






9 33 1 1
1 22 1 1 1
2 37
3 36 1







11 48 1 2
12 42 1 2
13 47 2 1
14 50 1 3 1 1
15 35 2 1
16 46 1 2
17 50 1 1
18 45
19 51 1 1
20 55
21 53 1 2
22 56 1
23 62
24 56 2 1
25 47 1 2
26 51 1 1
27 45
28 45 1 1
29 47 1 1
30 50 2
31 38 1 1
32 42 1 3 1
33 39 1 1






40 27 1 1
41 27 2
42 29

















60 31 1 1
61 39
62 33
63 45 1 1 1
64 31











76 60 1 1
77 43



















































発行年 巻 記事数 施設・設備
  
 
表 4 学校建築基準項目 





























教室 全教室に共通の規定 12 教室あたりの最大座席数 
    13 面積、生徒あたりの占める広さ 
    14 教室の形状 
    15 一方向からの採光 
    16 二方向からの採光 
    17 教員または児童の正面からの採光 
    18 天井からの採光 
    19 窓の形状、まぐさの高さ 
    20 窓の手すり 
    21 開口部のサイズ 
    22 窓間壁 
    23 窓枠、窓の可動板 
    24 天井の高さ 
    25 天井 
    26 コーニス〔室内の天井と窓の境の蛇腹〕 
    27 隅 
82 44 1
83 54
84 60 1 2
85 56
86 73
















































    28 壁の仕上げ面 
    29 教室の床 
    30 
出入り口のドア、ガラスなどのはまっていないド
ア、またはガラスのはまったドア 
    31 連絡口 
    32 隔壁の廃止、共学校の教室における児童の統合 
    33 ストーブの満たすべき条件 
    34 正面の壁と一列目の机との距離 
    35 縦の通り道 
    36 横の列どうしの間隔 
    37 配置と整備 
  中庭 38 〔屋根のない中庭の〕面積 
    39 地面 
    40 水の流れ 
    41 樹木 
    42 ベンチの形とサイズ 
    43 給水所 
    44 共学校の中庭 
    45 〔屋根のある中庭の〕面積 
    46 洗面台 
    47 動かせるテーブル 
    48 キッチン 
  ジムナーズ 49 〔ジムナスティーク用の〕特別な部屋 
    50 ポルティーク〔＝器具の名前〕 
    51 男女共用のジムナスティークの部屋 
  便所 52 便所の数 
    53 用地 
    54 サイズ 
    55 仕切り壁 
    56 〔仕切り壁の〕穴 
    57 吸気 
    58 便器 
    59 地面 
    60 ドア 
    61 男子用の便器 
    62 男子用便器のサイズ 
    63 共学校において男子用・女子用に区別された便所 
    64 水利施設 
    65 可動式の便所 
  個人の住居 66 必要であるさまざまな部屋 
    67 教室が複数ある学校の校長の住居 
    68 管理人の住居 
    69 教室が一つである学校の教員の住居 
    70 助教員の住居 
    71 住居と教室との連絡の禁止 
  庭 72 面積 
  囲い 73 柵、壁または格子 
付属校舎 デッサン室 74 デッサン指導のための部屋 
    75 面積 
    76 モデルの保管所 
  工作教室 77 男子校 
    78 女子校 
    79 教室が一つの学校 
  ロッカ 80 各教室のロッカ、サイズ 
    81 田舎の学校におけるロッカ 
  廊下、通路 82 廊下、通路、サイズ 
    83 壁の仕上げ面 
  階段 84 階段、形状 
    85 ステップ、踊り場 
    86 ステップのサイズ 
    87 柵と手すり、二段の手すり 
    88 
200 人以上の児童を抱える学校における二つの階
段 
    89 教員の便所 










































    106 黒板 


















 a. コミューンの衛生規則の実行 
 b. 建築許可（1902年 2月 15日法の第二条の適用） 
 c. 不衛生な建築物の清掃 
 d. 井戸水の監視 
 e. 汲み取り便所の便槽、汚水だめ等の監視 
 f. 家屋衛生台帳 
三、都市全体に関わる衛生の手段 
 a. 都市および公道の全般的清掃 
 b. 飲料水の公的配給の管理 
 c. 下水業務の管理 




 a. 乳児の衛生：コミューンの保育所、乳母の相談、殺菌された牛乳の配給 
 b. 学校衛生：コミューンの学校医療視察、学校における眼科と歯科の業務、医学・教育無料診
療所および林間学校 
 c. 労働のための身体適性証明書 
 d. 危険・有害・非衛生施設の設置条件および監視 
 e. 都市の救急車および救急ボックス 



















 衛生事務所は、最後に、1892年 11月 2日法の第 2条によって規定された身体適性証明書をコ
ミューンの学校の子どもに発行するものとする 
 






























Comité des enfants à la
montagne








区分 コミューン コミューン 民間（プロテスタント） 民間（プロテスタント） 民間（世俗） 民間（カトリック） 民間（カトリック）
創立年 1897 1901 1893 1902 1902 1903












参加児童数 450 1200 150
43
（1903年）
500 200 478 28 130
性別 男女 女 男女 男













１フラン93 1フラン 78サンチーム 1フラン

























表 6 リヨン当局の関わる林間学校（1922年） 
区分 名称 対象年齢 性別 人数 備考 
学校金庫 
セルヴラン林間学校 8-13 歳 女子 237 1 カ月間 
シャトー＝デ＝アル 8-13 歳 女子 114 1 カ月間 
シバン農業学校 8-13 歳 男子 202 1 カ月間 
トゥルヴィエル野外学校 8-13 歳 男子 130 1 カ月間 
アルデーシュやサヴォワの村々 8-13 歳 男女 556 1 カ月間／ホームステイ方式 
サン＝トロぺ臨海学校 8-13 歳 男女 38 40 日間 
その他 
ラ＝ミュール林間学校   女子 30 
衛生事務所の提案に基づき、学校金庫が補助金4000
フランを女性の初等教員であるシャルヴァル氏へ 
コレージュに 2 か月間滞在 
特別学級の女子／モンテッソーリ・メソッド 
ブリニェ林間学校 6 歳未満     
幼児学校の子どもたち向けの林間学校活動を組織す
るために、Comité des Dames Patronesses に対して
1500 フランの補助金 
シャルボニエでの女子のための林間学校   女子 16 
衛生事務所が指名した女子が 3 週間滞在 
鉱水協会が費用を持つ 
市職員組合の林間学校     50 衛生事務所が子どもの選別を行い、結果を審査 













年 一般 教育/衛生・医療 リヨン 
1871 第三共和政     
1873     市長職の廃止 
1877     リヨン大学医学薬学合同学部設置 














1881   公立初等学校無償化 
市長職の復活 
市長ガイユトン（～1900 年） 










1884 コミューン組織法 ベルリンにて初の衛生博覧会開催   
1885   パストゥールによる抗狂犬病ワクチンの実験成功   
1886   初等教育基本法（ゴブレ法）、学校医療視察制度   




1888   パストゥール研究所の開設、内務省内に公的扶助局設置   
1889 ブーランジェ事件 初等教員の国家公務員化   




1892   
1892 年11 月30 日法、伝染病申告義務化 
ハフキンによる抗コレラワクチンの開発 
  
1893   1893 年7 月15 日法、貧者への医療扶助を義務化   
1894 ドレフュス事件（～1899 年） 
ミュゼ・ソシアル設立 
低廉住宅（HBM)に関する 1894 年11 月30 日法（シーグフリード法） 
  
1895   
イェルサンによる抗ペストワクチンおよび血清の開発 
パリでフランス初の衛生博覧会開催 
レントゲンによる X 線の発見 
セルヴラン林間学校活動開始 
1896   イギリスとドイツで抗チフスワクチンの開発   
1898 労災補償法   学校基金設立 
1899 ヴァルデック＝ルソー内閣   リヨン細菌学研究所設立 
1900     市長オーガニュール（～1905 年） 
1901 急進党結成 カルメットによる結核予防診療所（préventorium）設置   




1903     リヨン市衛生規則 




食品産業の細菌学的管理に関する 1905 年 8 月1 日法 
市長エリオ（～1957 年） 
無料診療所開設 




1907     ヴェルネ野外学校開校 
1908     衛生事務所の再編 
1909   紫外線による飲用水殺菌技術の開発   
1910   第3 回国際学校衛生会議   
1912   カルメットとゲランによる BCG の開発 第7 区が誕生 
1913   ロックフェラー財団設立   
1914 第一次世界大戦（～1918） 次亜塩素酸ナトリウムや塩素による飲用水殺菌法の開始 都市公衆衛生展 
1915     エドゥアール・エリオ病院建設開始 
1916   1916 年4 月15 日法（ブルジョワ法）：各県に結核予防診療所（préventorium）   
1919 ヴェルサイユ条約 1919 年4 月7 日法（オノラ法）：サナトリウムへの入院費補助 
学校看護師の業務に関する規則 
フランス＝アメリカ財団設立 
1920 共産党誕生 衛生省（Minisitère de l'Hygiène）創設   
1921   BCG の人への接種が成功   
1922   看護師の国家資格創設 
エタ・ジュニ地区の集合住宅開発開
始 
1923   1923 年2 月23 日アレテ（政令）：初等学校の新しいカリキュラム   
1924 左翼カルテル成立、エリオ内閣 
衛生省が労働省に併合され、労働・衛生・扶助・社会保障省（Minisitère du Travail, de 
l'Hygiène, de l'Assistance et de la Prévoyance sociale）となる 
  
1926 国民連合（ユニオン・ナショナル）成立     
1929 世界恐慌     
1932 家族手当法     




1936 年8 月9 日法：就学義務年齢が 14 歳へ延長   
1938   ルネ・デュボスが初の抗生物質としてチロトリシンを抽出 学校看護師規則改定 
1939 ドイツに宣戦布告     
1940   ペニシリンの分離に成功   
 
